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【要
約
】
本
稿
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
領
キ
プ
ロ
ス
に
焦
点
を
あ
て
、
当
地
に
お
け
る
対
抗
宗
教
改
革
の
展
開
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
一
六
世
紀
東
地
中
海

世
界
に
お
け
る
正
教
・
カ
ト
リ
ッ
ク
・
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
三
つ
の
宗
教
文
化
圏
の
交
錯
の
あ
り
よ
う
を
問
う
。
正
教
会
に
た
い
す
る
対
抗
宗
教
改
革
の

影
響
と
い
う
問
題
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
対
抗
関
係
を
想
定
し
て
き
た
従
来
の
対
抗
宗
教
改
革
史
研
究
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
き
た
。
そ

こ
で
本
稿
は
、
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
朝
期
の
一
二
六
〇
年
に
実
質
の
教
会
合
同
体
制
が
成
立
し
て
い
た
キ
プ
ロ
ス
に
、
ト
レ
ン
ト
公
会
議
の
布
告
を
適
用
す
る

べ
く
到
来
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
大
司
教
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
改
革
と
、
そ
れ
に
た
い
す
る
現
地
の
正
教
会
の
反
応
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
司
教
の

改
革
は
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
反
発
を
生
じ
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
と
目
を
向
け
さ
せ
た
要
因
と
な
っ
た
と
主

張
す
る
。
さ
ら
に
、
彼
の
改
革
は
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
に
ロ
ー
カ
ル
な
信
仰
の
慣
習
を
保
持
す
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
た
と
結
論
づ
け
る
。

史
林

一
〇
二
巻
六
号

二
〇
一
九
年
一
一
月

は

じ

め

に

地
中
海
世
界
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
や
宗
教
を
も
つ
人
々
の
活
発
な
往
来
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
空
間
で
あ
る
。
地
中
海
東
端
に
位
置

す
る
キ
プ
ロ
ス
島
も
、
そ
の
よ
う
な
特
徴
が
看
取
さ
れ
る
場
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
島
は
古
代
か
ら
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
集
散
地

と
し
て
機
能
し
、
補
給
地
や
軍
事
的
基
地
と
し
て
の
有
用
性
か
ら
戦
略
的
に
も
重
要
視
さ
れ
、
幾
度
も
支
配
者
の
交
代
を
経
験
し
た
。
宗
教
的
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に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
正
教
、
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
二
重
の
境
界
に
位
置
し
て
い
た
。

島
民
の
ほ
と
ん
ど
は
ギ
リ
シ
ア
語
を
母
語
と
す
る
正
教
徒
で
あ
っ
た
。
し
か
し
第
三
回
十
字
軍
に
さ
い
し
、
一
一
九
一
年
に
リ
チ
ャ
ー
ド
獅

子
心
王
が
キ
プ
ロ
ス
を
占
領
し
、
そ
の
後
テ
ン
プ
ル
騎
士
修
道
会
、
次
い
で
フ
ラ
ン
ス
系
の
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家
に
支
配
権
が
わ
た
る
と
、
少
数

の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
が
、
大
多
数
の
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒
を
支
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た①
。
こ
の
構
図
は
、
一
五
世
紀
後
半
に
新
た
に
支
配
者
と
な

っ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
期
が
約
百
年
間
続
い
た
の
ち
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
直
接

衝
突
を
経
て
、
一
五
七
一
年
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
征
服
さ
れ
た
。

東
地
中
海
に
お
い
て
、
正
教
徒
は
キ
リ
ス
ト
教
世
界
と
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
双
方
に
数
多
く
存
在
し
て
い
た
が
、
一
六
世
紀
中
葉
以
降
オ
ス

マ
ン
帝
国
が
支
配
領
域
を
拡
大
し
て
い
く
な
か
、
東
地
中
海
世
界
の
正
教
徒
は
ほ
と
ん
ど
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
臣
民
と
な
っ
て
い
た②
。
さ
ら
に

こ
の
時
期
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
よ
っ
て
対
抗
宗
教
改
革
が
開
始
さ
れ
た
時
期
に
も
重
な
る③
。
グ
リ
ー
ン
は
、
東
地
中
海
世
界
に
お
け
る
私

掠
活
動
を
扱
っ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
な
か
で
、
正
教
徒
は
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
・
宗
教
的
境
界
を
体
現
し
た
こ
と
、
対
抗
宗
教
改
革
は
東
地
中
海
世

界
の
正
教
徒
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
彼
女
は
私
掠
の
標
的
と
な
っ
た
商
人
と
し
て
の
正
教
徒
を
分

析
対
象
と
し
、
対
抗
宗
教
改
革
が
彼
ら
の
法
的
地
位
に
重
要
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
述
べ
て
い
る④
。
し
か
し
、
東
地
中
海
世
界
の
個
々
の
地

域
で
、
対
抗
宗
教
改
革
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
当
地
の
正
教
徒
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
本

稿
は
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、
ロ
ー
カ
ル
な
視
座
と
し
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
領
キ
プ
ロ
ス
を
設
定
す
る⑤
。

キ
プ
ロ
ス
に
お
け
る
対
抗
宗
教
改
革
で
は
、
現
地
の
正
教
徒
の
処
遇
が
問
題
と
な
り
、
そ
れ
は
キ
プ
ロ
ス
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
領
か
ら
オ
ス
マ

ン
帝
国
領
へ
と
移
行
す
る
時
期
に
生
じ
た
た
め
、
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
キ
プ
ロ
ス
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
、
十
字
軍
国
家
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
海
外
領
土
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
い
う
、
東
地
中
海
世
界
が
共
有
す
る
経
験
を
映
し
出
す
鏡
で
あ
り
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
と
い

う
問
題
は
、
東
地
中
海
世
界
に
お
い
て
、
正
教
徒
の
位
置
づ
け
の
変
化
が
政
治
的
・
宗
教
的
変
動
と
ど
の
よ
う
に
連
動
し
て
い
た
の
か
を
検
討

す
る
た
め
の
格
好
の
素
材
を
提
供
し
う
る
。
多
様
な
言
語
・
宗
教
が
並
存
す
る
地
域
で
正
教
徒
が
ど
の
よ
う
に
処
遇
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
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を
軸
に
、
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
か
ら
こ
れ
ら
政
治
的
・
宗
教
的
変
動
の
あ
り
よ
う
を
通
時
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
し
ば
し
ば
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
対

オ
ス
マ
ン
帝
国
や
、
キ
リ
ス
ト
教
対
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
二
項
対
立
に
回
収
さ
れ
が
ち
な
中
近
世
東
地
中
海
世
界
の
歴
史
像
を
捉
え
な
お
す
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
第
一
章
で
は
、
先
行
研
究
の
整
理
を
お
こ
な
い
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
。
つ
づ
く
第
二
章
で
は
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
と

カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
の
関
係
に
つ
い
て
、
制
度
面
と
実
態
面
か
ら
検
討
す
る
。
最
後
に
、
第
三
章
で
は
キ
プ
ロ
ス
に
お
け
る
対
抗
宗
教
改
革
の
展

開
と
、
そ
の
影
響
を
論
ず
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
を
と
お
し
て
、
東
地
中
海
世
界
に
お
け
る
対
抗
宗
教
改
革
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

※
本
稿
で
は
、
一
度
言
及
し
た
二
次
文
献
は
Skoufari
(2011),pp.17-18や
プ
ロ

ス
ペ
リ
（
二
〇
一
七
）、
一
八
〇
〜
一
九
六
頁
と
記
す
。

①

E.
Skoufari
(2011),
Cipro
veneziana
(1473-1571):
Istituzioni
e

culture
nel
regno
della
Serenissim
a,Rom
a,pp.17-18.

②

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
地
中
海
へ
の
拡
大
政
策
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
以
下
を

参
照
。
D
.Goffm
an
(2002),T
he
O
ttom
an
E
m
pire
and
E
arly
M
odern

E
urope,Cam
bridge,pp.137-164;K
.Fleet
(2012),‘O
ttom
an
Expansion

in
the
M
editerranean’,
in
S.
N
.
Faroqhi
and
K
.
Fleet
(eds.),
T
he

Cam
bridge
H
istory
of
T
urkey,
vol.2:
T
he
O
ttom
an
E
m
pire
as
a

W
orld
Pow
er,Cam
bridge,pp.141-172.

③

近
年
で
は
、
一
六
世
紀
中
葉
以
降
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
内
部
で
の
自
発
的
な
改

革
の
動
き
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
こ
の
現
象
を
「
カ
ト
リ
ッ
ク
改
革
」
と
表
現

す
る
こ
と
も
一
般
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
Ａ
．
プ
ロ
ス
ペ
リ
（
二
〇
一
七
）

『
ト
レ
ン
ト
公
会
議

そ
の
歴
史
へ
の
手
引
き

』
大
西
克
典
訳
、
知
泉
書

館
、
一
八
〇
〜
一
九
六
頁
。
本
稿
に
お
け
る
「
対
抗
宗
教
改
革
」
の
語
の
定
義
に

つ
い
て
は
、
第
一
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

④

Ｍ
．
グ
リ
ー
ン
（
二
〇
一
四
）『
海
賊
と
商
人
の
地
中
海

マ
ル
タ
騎
士
団

と
ギ
リ
シ
ア
商
人
の
近
世
海
洋
史

』
秋
山
晋
吾
訳
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
一
四
、

一
一
九
〜
一
二
二
頁
（
原
著
：
M
.
Greene
(2010),
Catholic
Pirates
and

G
reek
M
erchants:
A
M
aritim
e
H
istory
of
the
M
editerranean,

Princeton.）。

⑤

な
お
グ
リ
ー
ン
自
身
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
海
賊
の
台
頭
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
後
退
、

対
抗
宗
教
改
革
の
波
及
」
と
い
う
「
こ
れ
ら
一
連
の
歴
史
的
要
素
が
合
流
し
た
さ

ま
が
如
実
に
表
れ
る
好
例
が
キ
プ
ロ
ス
島
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン

（
二
〇
一
四
）、
一
二
四
頁
。
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第
一
章

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

正
教
会
に
た
い
す
る
対
抗
宗
教
改
革
の
影
響
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
対
抗
関
係
を
想
定
し
て
き
た
従
来
の

対
抗
宗
教
改
革
史
研
究
か
ら
は
こ
ぼ
れ
落
ち
て
き
た①
。
し
か
し
近
年
、
宗
教
改
革
お
よ
び
対
抗
宗
教
改
革
を
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
広
い

視
角
で
捉
え
る
研
究
が
さ
か
ん
で
あ
る②
。
と
く
に
空
間
的
広
が
り
に
つ
い
て
は
、「
新
世
界
」
や
ア
ジ
ア
を
含
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
関
に
注

目
す
る
研
究
が
存
在
す
る
い
っ
ぽ
う
、「
旧
世
界
」
の
な
か
で
も
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
い
う
西
方
教
会
内
の
諸
宗
派
の
み
な
ら

ず
、
正
教
会
を
議
論
の
射
程
に
含
め
る
研
究
者
も
お
り③
、
筆
者
も
こ
の
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
「
対
抗
宗
教
改
革
」
と
い
う
語
に
、
筆
者
な
り
の
定
義
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
対
抗
宗
教

改
革
を
専
門
と
す
る
大
場
は
る
か
は
、
こ
の
語
を
「
一
六
世
紀
中
葉
以
降
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
へ
の
明
確
な
対
抗
意
識
の
も
と
に
推
進
さ
れ
た

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
よ
る
信
仰
強
化
政
策
」
と
定
義
し
て
い
る④
。
し
か
し
、
東
地
中
海
世
界
や
東
欧
地
域
の
よ
う
に
、
正
教
が
す
で
に
定
着
し

て
い
る
地
域
に
お
け
る
対
抗
宗
教
改
革
は
、
宗
教
改
革
以
前
か
ら
存
在
す
る
東
西
教
会
関
係
を
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
側
か
ら
定
義
し
な
お
す
動

き
と
し
て
表
出
し
た⑤
。
こ
の
よ
う
な
運
動
が
生
じ
た
地
域
に
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
教
改
革
を
経
験
し
て
い
な
い
地
域
も
含
ま
れ
る
。
東

地
中
海
世
界
に
存
在
す
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
海
外
領
土
で
は
、
対
抗
宗
教
改
革
は
、
正
教
徒
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
社
会
に
お
い
て
、
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
に
よ
る
正
教
会
に
た
い
す
る
主
導
権
の
（
再
）
確
立
を
目
指
す
運
動
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
内
部
の

運
動
で
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
の
対
抗
と
い
う
政
治
的
力
学
が
作
用
す
る
な
か
で
進
め
ら
れ
た
運
動
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
特
徴
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
は
「
対
抗
宗
教
改
革
」
と
い
う
語
を
、「
一
六
世
紀
中
葉
以
降
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
お
よ
び
正
教
、
イ
ス
ラ
ー

ム
へ
の
対
抗
意
識
の
も
と
に
推
進
さ
れ
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
よ
る
信
仰
強
化
と
他
宗
派
へ
の
主
導
権
の
確
立
を
目
指
し
た
運
動
」
と
い
う

意
味
で
も
ち
い
る
。
な
お
本
稿
は
、
宗
派
化
論
が
お
も
に
扱
っ
て
き
た
事
例
や
状
況
か
ら
は
ず
れ
た
主
題
に
焦
点
を
当
て
る
た
め
、
宗
派
化
論

の
視
角
を
積
極
的
に
は
と
ら
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い⑥
。
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対
抗
宗
教
改
革
の
機
運
が
高
ま
る
な
か
、
支
配
領
域
内
に
多
数
の
正
教
徒
を
か
か
え
て
い
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
い
て
も
、
彼
ら
の
扱
い
が

議
論
の
対
象
と
な
っ
た⑦
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
史
で
は
、
一
二
世
紀
以
来
、
東
西
交
易
の
担
い
手
と
し
て
躍
進
を
と
げ
る
な
か
で
、
都
市
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
が
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
大
の
正
教
徒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら⑧
、
正
教
徒
の
問
題
は
し
ば
し
ば
研
究
者
の
関
心
を
ひ

い
て
き
た
。
正
教
徒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
法
的
地
位
を
詳
細
に
論
じ
た
フ
ェ
ダ
ル
ト
の
研
究
は
、
今
日
で
も
基
本
的
な
文
献
と
な
っ
て
い
る⑨
。
海

外
領
土
に
つ
い
て
は
、
近
世
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
史
を
専
門
と
す
る
ヴ
ィ
ッ
ジ
ャ
ー
ノ
や
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
海
外
領
土
史
の
専
門
家
で
あ
る
ア
ル
ベ

ル
に
よ
っ
て
、
対
抗
宗
教
改
革
の
な
か
で
生
じ
た
正
教
徒
に
か
ん
す
る
問
題
の
比
重
は
、
都
市
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
海
外
領
土
の
正
教
徒
へ
と

移
行
し
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る⑩
。

海
外
領
土
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
キ
プ
ロ
ス
に
お
け
る
対
抗
宗
教
改
革
の
展
開
を
詳
細
に
再
構
成
し
た
研
究
と
し
て
は
、
ス
ク
フ
ァ
リ
に
よ
る

も
の
が
ほ
ぼ
唯
一
で
あ
る⑪
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
末
期
に
、
正
教
会
も
含
め
た
キ
リ
ス
ト
諸
教
会
の
改
革
を
目
指
し
て
キ
プ
ロ
ス
に
到
来
し
た

ニ
コ
シ
ア
大
司
教
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
は
、
往
々
に
し
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
期
に
キ
プ
ロ
ス
現
地
へ
じ
っ
さ
い
に
赴
い
た
初
め
て

の
ニ
コ
シ
ア
大
司
教
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る⑫
。
し
か
し
ス
ク
フ
ァ
リ
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
行
政
文
書
を
も
ち
い
て
、
大
司

教
の
改
革
に
た
い
し
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
本
国
政
府
が
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
彼
女
の
研
究
で
は
、

大
司
教
と
教
皇
庁
と
の
あ
い
だ
で
立
ち
ま
わ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
戦
略
的
行
動
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
も
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
側
の
史
料
に
看
取

さ
れ
る
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
会
聖
職
者
の
反
発
は
、
そ
れ
と
し
て
分
析
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
あ
く
ま
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
ど

の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
海
外
領
土
の
問
題
に
対
処
し
て
い
た
か
が
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

ヴ
ィ
ッ
ジ
ャ
ー
ノ
、
ア
ル
ベ
ル
、
そ
し
て
ス
ク
フ
ァ
リ
の
研
究
に
は
、
共
通
し
た
問
題
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
者
が
い
ず
れ

も
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
宗
教
政
策
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
た
め
、
海
外
領
土
の
国
制
の
な
か
の
下
位
集
団
で
あ
る
正
教
徒
が
、
支
配
体
制
の
な
か

に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
か
と
い
う
議
論
が
希
薄
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
東
地
中
海
世
界
に
お
い
て
、
対
抗
宗
教
改
革
の
波
及
と
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
勢
力
伸
長
と
い
う
二
つ
の
事
象
が
同
時
進
行
し
て
い
る
と
い
う
状
況
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
よ
り
具
体

東地中海世界と対抗宗教改革（藤田）
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的
な
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
側
の
視
点
の
み
で
は
な
く
、
正
教
会
側
か
ら
見
た
と
き
に
、
対
抗
宗
教
改
革
と

い
う
現
象
が
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
有
し
た
か
（
あ
る
い
は
有
さ
な
か
っ
た
か
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
海
外
領
土
史
研
究
に
は
、
行
政
文
書
を
は
じ
め
と
し
て
、
支
配
者
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
側
の
史
料
に
ほ
と
ん
ど

の
情
報
を
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
史
料
上
の
制
約
が
あ
る
。
キ
プ
ロ
ス
で
も
、
一
五
七
〇
〜
七
一
年
の
キ
プ
ロ
ス
戦
争
の
さ
い
に
、
島

内
に
存
在
し
て
い
た
行
政
関
係
の
史
料
は
焼
失
し
た
と
さ
れ
、
正
教
徒
自
身
が
記
述
し
た
史
料
も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
領
キ
プ
ロ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
も
、
そ
の
多
く
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
保
管
さ
れ
て
い
る
海
外
領
土
関
連
史
料
な
ど
、
カ
ト
リ
ッ
ク

側
の
史
料
に
依
る
ほ
か
な
い
。
本
稿
で
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
行
政
文
書
、
キ
プ
ロ
ス
総
督
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
本
国
政
府
に
た
い
す
る
報
告
書

な
ど
に
く
わ
え
て⑬
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
の
巡
礼
記
・
旅
行
記⑭
、
キ
プ
ロ
ス
の
ド
ミ
ニ
コ
会
士
が
記
し
た
地
誌
・
歴
史
書⑮
な
ど
も
も
ち
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
側
の
史
料
の
な
か
に
は
、
現
地
の
正
教
徒
に
か
ん
す
る
記
述
が
た
び
た
び
登
場
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
分
析
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、「
生
の
声
」
が
後
世
に
ほ
ぼ
伝
わ
ら
な
か
っ
た
正
教
徒
た
ち
を
め
ぐ
る
島
内
の
状
況
を
再
構
成
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と

考
え
る
。
正
教
徒
側
の
史
料
が
ほ
ぼ
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
制
約
は
あ
る
が
、
残
さ
れ
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
側
の
言
説
か
ら
、
読
み
取
り
の
限

界
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
に
留
意
し
つ
つ
、
正
教
徒
に
つ
い
て
最
大
限
ど
の
よ
う
な
痕
跡
が
見
出
し
う
る
か
を
検
証
す
る
。

最
後
に
、
地
誌
・
歴
史
書
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家
の
末
裔
で
あ
り
、
キ
プ
ロ
ス
に
生
ま
れ
育
っ
た
ド
ミ
ニ
コ
会

士
で
あ
る
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
（
一
五
三
七
〜
九
〇
年
）
は
、『
キ
プ
ロ
ス
島
の
地
誌
と
そ
の
簡
潔
な
全
史
』
を
著
し
た
。
た

だ
し
、
こ
れ
は
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
ひ
と
り
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
末
期
の
キ
プ
ロ
ス
に
つ
い
て
の
同
時
代
史

料
で
も
あ
る
同
書
は
、
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
に
よ
っ
て
執
筆
が
始
め
ら
れ
た
が
、
彼
は
一
五
七
〇
年
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
の
上
陸
に
先
立
ち
イ
タ
リ

ア
へ
移
住
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
自
身
が
キ
プ
ロ
ス
を
去
っ
た
の
ち
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
キ
プ
ロ
ス
に
侵
攻
し
た
さ
い
の
記
述
を
、
同
じ
く
ド

ミ
ニ
コ
会
士
で
あ
る
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
カ
レ
ピ
オ
（
生
没
年
不
詳
）
に
託
し
た
の
で
あ
る
。
カ
レ
ピ
オ
の
記
述
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
キ
プ

ロ
ス
侵
攻
の
実
体
験
と
、
そ
の
後
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
の
捕
虜
時
代
に
同
じ
く
捕
虜
と
な
っ
て
い
た
人
々
か
ら
の
伝
聞
に
も
と
づ
い
て
い
る⑯
。
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カ
レ
ピ
オ
の
記
述
は
、
正
教
徒
一
般
へ
の
偏
見
に
満
ち
て
い
る
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
と
キ
プ
ロ
ス
の
支
配
者
が
変
わ
る

ま
さ
に
そ
の
時
期
を
、
キ
プ
ロ
ス
で
過
ご
し
、
征
服
過
程
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
を
残
す
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

①

た
と
え
ば
、
M
.
A
.
M
ullett
(1999),
T
he
Catholic
R
eform
ation,

London/
N
ew
Y
ork
や
R.Po-chia
H
sia
(ed.)(2004),A
Com
panion
to

the
R
eform
ation
W
orld,
M
alden/
O
xford
や
A
.
D
.
W
right
(2005a),

T
he
Counter-R
eform
ation:
Catholic
E
urope
and
the
N
on-Christian

W
orld,
A
ldershotお
よ
び
A
.
Bam
ji
et
al.(eds.)(2013),
T
he
A
shgate

R
esearch
Com
panion
to
the
Counter-R
eform
ation,
London/
N
ew

Y
ork
の
よ
う
に
、
比
較
的
広
範
な
地
域
・
事
象
を
カ
ヴ
ァ
ー
し
た
対
抗
宗
教
改

革
関
連
の
論
文
集
お
よ
び
著
作
に
お
い
て
も
、
正
教
会
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
正
教
会
と
対
抗
宗
教
改
革

に
つ
い
て
は
、
各
地
域
を
対
象
と
し
た
個
別
研
究
の
な
か
で
扱
わ
れ
る
も
の
の
、

カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
関
係
を
中
心
と
し
た
い
わ
ば
「
主
流
の
」
対

抗
宗
教
改
革
史
研
究
に
は
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

②

近
年
の
宗
教
改
革
史
研
究
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
永
本
哲
也
（
二
〇
一

八
）「
拡
散
と
収
束

複
数
形
、
長
期
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
に
よ
る
宗
教
改

革
像
の
黎
明

」『
歴
史
学
研
究
』
九
七
五
、
一
八
〜
二
六
頁
を
参
照
。

③

K
.
Fukasaw
a
(2017),‘Introduction’,
in
K
.
Fukasaw
a
et
al.(eds.),

R
eligious
Interactions
in
E
urope
and
the
M
editerranean
W
orld:

Coexistence
and
D
ialogue
from
the
12th
to
the
20th
Centuries,

London,pp.1-14.

④

大
場
は
る
か
（
二
〇
一
七
）「
対
抗
宗
教
改
革

イ
エ
ズ
ス
会
劇
が
映
す
も

の

」
踊
共
二
編
著
『
記
憶
と
忘
却
の
ド
イ
ツ
宗
教
改
革

語
り
な
お
す
歴

史

一
五
一
七
-
二
〇
一
七

』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
八
九
〜
一
九
〇
頁
。

⑤

東
欧
地
域
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
福
嶋
千
穂
（
二
〇
一
五
）『
ブ
レ
ス
ト

教
会
合
同
』（
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
叢
書
一
）
群
像
社
、
お
よ
び
東
欧
史
研
究
会
編

（
二
〇
一
八
）『
東
欧
史
研
究
』
四
〇
、「
特
集

宗
派
化
と
世
俗
化

東
欧
か

ら
問
い
直
す

」
を
参
照
。

⑥

宗
派
化
論
に
つ
い
て
は
H
.Schilling
(1995),‘ConfessionalEurope’,in
T
.

A
.Brady,Jr.etal.(eds.),H
andbook
ofE
uropean
H
istory
1400-1600:

Late
M
iddle
A
ges,
R
enaissance,
and
R
eform
ation,
Leiden,
pp.

641-681.踊
共
二
（
二
〇
一
三
）「
宗
派
化
論

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
史
の
キ
ー

コ
ン
セ
プ
ト

」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
四
二
-
三
・
四
、
一
〇
九
〜

一
五
八
頁
。

⑦

A
.
D
.
W
right
(2005b),
T
he
E
arly
M
odern
Papacy:
From
the

Council
of
T
rent
to
the
French
R
evolution,H
arlow
,pp.148-149.

⑧

一
五
世
紀
末
ま
で
に
、
知
識
人
や
商
人
、
職
人
、
船
乗
り
、
兵
士
な
ど
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
正
教
徒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
都
市
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
人
口
の
四
〜

五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
海
外
領
土
が
オ
ス
マ

ン
帝
国
に
次
々
と
征
服
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
そ
れ
ら
の
地
域
か
ら
都
市
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
に
流
入
す
る
正
教
徒
は
増
加
し
た
。
一
五
八
〇
年
ま
で
に
、
一
万
五
千

人
ほ
ど
の
正
教
徒
が
都
市
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
居
住
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
パ
ド
ヴ

ァ
大
学
に
は
キ
プ
ロ
ス
出
身
者
が
一
定
数
確
認
さ
れ
、
彼
ら
は
知
的
交
流
の
担
い

手
と
な
っ
た
。
D
.
J.
Geanakoplos
(1966),
Byzantine
E
ast
and
Latin

W
est:T
w
o
W
orlds
ofChristendom
in
M
iddle
A
ges
and
R
enaissance,

O
xford/
N
ew
Y
ork,p.122;F.C.Lane
(1973),V
enice:
A
M
aritim
e

R
epublic,
Baltim
ore,
p.
300;
C.
M
altezou
(1995-6),
‘O

κ
υ
π
ρ
ια
κ
ός

ελ
λ
η
ν
ισ
µ
ός

τ
ου

εξ
ω
τ
ερ
ικ
ού

κ
α
ι
η
π
ν
ευ
µ
α
τ
ικ
ή

τ
ου

δ
ρ
ά
σ
η
κ
α
τ
ά

τ
η
ν
π
ερ
ίοδ

ο
τ
η
ς

εν
ετ
οκ
ρ
α
τ
ία
ς

(1489-1571)’,
in
T
.
Papadopoullos

(ed.),Ισ
τ
ορ
ία

τ
η
ς
Κ
ύ
π
ρ
ου

5
,

N
icosia,pp.1209-1227;児
玉
善
仁
（
二
〇
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〇
七
）『
イ
タ
リ
ア
の
中
世
大
学

そ
の
成
立
と
変
容

』
名
古
屋
大
学
出

版
会
、
三
四
〇
〜
三
六
一
頁
。

⑨

G.
Fedalto
(1967),
R
icerche
sulla
posizione
storica
dei
G
reci
a

V
enezia
nei
secoli
X
V
-X
V
I,Firenze.

⑩

Ａ
．
ヴ
ィ
ッ
ジ
ャ
ー
ノ
（
二
〇
〇
八
）「
ル
ネ
サ
ン
ス
期
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お

け
る
市
内
と
海
上
支
配
領
域
の
ギ
リ
シ
ャ
人
」
髙
田
京
比
子
訳
、『
海
港
都
市
研

究
』
三
、
三
一
〜
五
九
頁
;B.A
rbel(2017),‘Rom
an
Catholics
and
Greek

O
rthodox
in
V
enice’s
O
verseas
Colonies
(M
id-fifteenth
to
M
id-

seventeenth
Century)’,
in
K
.
Fukasaw
a
et
al.
(eds.),
R
eligious

Interactions
in
E
urope
and
the
M
editerranean
W
orld:
Coexistence

and
D
ialogue
from
the
12th
to
the
20th
Centuries,
London,
pp.

245-260.

⑪

Skoufari
(2011),
pp.
110-111;
E.
Skoufari
(2012),
‘L’A
rcivescovo

Filippo
M
ocenigo
e
l’applicazione
della
Riform
a
tridentina
a
Cipro’,

in
B.A
rbel
et
al.(eds.),Cyprus
and
the
R
enaissance
(1450-1650),

T
urnhout,pp.205-230.ス
ク
フ
ァ
リ
は
、
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の

キ
プ
ロ
ス
で
の
事
績
を
再
構
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
の
対
抗
宗
教
改
革

史
に
お
け
る
宗
教
と
政
治
を
専
門
と
す
る
ボ
ノ
ラ
の
研
究
に
多
く
を
依
拠
し
て
い

る
。
ボ
ノ
ラ
は
、
キ
プ
ロ
ス
か
ら
帰
還
後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
内
で
の
権
力
闘
争

に
巻
き
こ
ま
れ
た
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
異
端
審
問
を
事
例
に
、
ト
レ
ン
ト
公
会
議
後

の
教
皇
庁
の
権
力
確
立
の
過
程
を
跡
づ
け
た
。
し
た
が
っ
て
ボ
ノ
ラ
は
、
キ
プ
ロ

ス
に
赴
任
中
の
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
改
革
に
は
そ
の
前
史
と
し
て
言
及
す
る
も
の
の
、

在
地
の
正
教
会
と
の
関
係
に
は
踏
み
こ
ん
で
い
な
い
。
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
異
端
審

問
に
つ
い
て
は
、
E.Bonora
(2006),‘T
he
H
eresy
of
a
V
enetian
Prelate

A
rchbishop
Filippo
M
ocenigo’,
in
R.
D
elph
et
al.
(eds.),
H
eresy,

Culture,
and
R
eligion
in
E
arly
M
odern
Italy:
Contexts
and

Contestations,K
irksville,pp.211-229;E.Bonora
(2007),G
iudicare
i

vescovi:
La
definizione
dei
poteri
nella
Chiesa
postridentina,Rom
a/

Bari.

⑫

J.H
ackett
(1901),A
H
istory
of
the
O
rthodox
Church
of
Cyprus:

From
the
Com
ing
of
the
A
postles
Paul
and
Barnabas
to
the

Com
m
encem
ent
of
the
British
O
ccupation
(a.d.
45-a.d.
1878):

T
ogether
w
ith
Som
e
A
ccount
of
the
Latin
and
O
ther
Churches

E
xisting
in
the
Island…
,London,pp.174-175;K
.M
.Setton
(1984),

T
he
Papacy
and
the
Levant
(1204-1571),
vol.
4:
T
he
Sixteen

Century
from
Julius
III
to
Pius
V
,Philadelphia,pp.755-758.

⑬

L.de
M
as
Latrie
(ed.)(1852-5),H
istoire
de
l’Ile
de
Chypre
sous
le

règne
de
la
M
aison
de
Lusignan,III,
D
ocum
ents,
Paris（
以
下

D
ocum
entsと
略
記
）.

⑭

巡
礼
記
・
旅
行
記
は
、
以
下
に
所
収
の
も
の
を
参
照
し
た
。
C.D
.Cobham

(ed.)(1908),E
xcerpta
Cypria:
M
aterials
for
a
H
istory
of
Cyprus:
T
r.

and
T
ranscribed,
w
ith
an
A
ppendix
on
the
Bibliography
of
Cyprus,

Cam
bridge（
以
下
E
xcerpta
Cypria
と
略
記
）.

⑮
E.
de
Lusignan
(1573),
Chorograffia
et
breve
historia
universale

dell’isola
de
Cipro…
per
in
sino
al1572,Bologna（
以
下
Chorograffia

と
略
記
）;A
.Calepio
(1573),V
era
etfidelissim
a
narratione
delsuccesso

dell’espugnatione,
et
defensione
del
R
egno
de
Cipro,
in
Lusignan,

Chorograffia,92v-123v（
以
下
N
arrationeと
略
記
）.

⑯

ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
カ
レ
ピ
オ
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
で
神
学
者
で
あ
り
、
イ
ェ
ル
サ

レ
ム
副
管
区
長
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
彼
の
経
歴
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
。
キ
プ
ロ
ス
の
ニ
コ
シ
ア
で
オ
ス
マ
ン
軍
の
侵
攻
を
体
験
し
た
の
ち
、

捕
虜
と
し
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
渡
っ
た
。
そ
の
後
身
代
金
の
支
払
い
に
よ
り
解
放

さ
れ
る
も
、
教
皇
の
ス
パ
イ
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
再
び
虜
囚
と
な
っ
た
。
こ
の

と
き
彼
は
、
同
時
期
に
同
じ
く
虜
囚
と
な
っ
て
い
た
キ
プ
ロ
ス
防
衛
の
従
事
者
た
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ち
か
ら
、
キ
プ
ロ
ス
征
服
に
か
ん
す
る
情
報
を
収
集
し
、
そ
れ
を
実
体
験
と
合
わ

せ
て
『
キ
プ
ロ
ス
王
国
の
征
服
の
推
移
お
よ
び
そ
の
防
衛
に
つ
い
て
の
真
に
し
て

い
と
忠
実
な
る
叙
述
』
に
ま
と
め
た
。
身
柄
が
解
放
さ
れ
た
の
ち
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

で
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
に
面
会
し
た
彼
は
、
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
の

求
め
に
応
じ
、
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
の
『
キ
プ
ロ
ス
島
の
地
誌
と
そ
の
簡
潔
な
全
史
』

に
自
身
の
記
述
が
収
録
さ
れ
る
こ
と
を
承
諾
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
両
者
の
記
述

は
一
冊
の
書
物
と
し
て
出
版
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
Cobham
(1908),E
xcerpta

Cypria,pp.122-123.

第
二
章

キ
プ
ロ
ス
に
お
け
る
宗
派
共
存
体
制

第
一
節

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
よ
る
キ
プ
ロ
ス
支
配

ア
ド
リ
ア
海
の
奥
地
に
位
置
す
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
一
三
世
紀
以
降
、
い
く
つ
も
の
海
外
領
土
を
支
配
す
る
「
海
の
共
和
国
」
と
な
っ
た①
。

一
連
の
領
土
拡
張
の
な
か
で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
一
四
七
三
〜
七
四
年
に
か
け
て
、
キ
プ
ロ
ス
王
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
娘
カ
テ
リ
ー
ナ
・

コ
ル
ナ
ロ
と
の
婚
姻
を
と
お
し
て
キ
プ
ロ
ス
の
支
配
権
を
め
ぐ
る
問
題
に
介
入
し
、
一
四
七
三
年
以
降
、
実
質
的
に
キ
プ
ロ
ス
を
そ
の
勢
力
圏

に
組
み
込
む
に
い
た
っ
た②
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
キ
プ
ロ
ス
統
治
を
行
政
面
で
担
っ
て
い
た
の
は
施
政
官
luogotenente
で
あ
り
、
軍
事
面
で
担
っ
て
い
た
の
は
フ
ァ
マ

グ
ス
タ
に
駐
屯
す
る
提
督
capitano
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
不
安
が
増
大
し
た
と
き
や
戦
争
の
危
険
が
認
識
さ
れ
た
と
き
、
そ

れ
ら
す
べ
て
の
職
掌
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
の
で
き
る
総
督
provveditore
generale
が
本
国
か
ら
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た③
。
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
は
、
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
朝
期
に
貴
族
が
所
属
し
た
オ
ー
ト
・
ク
ー
ル
（
国
王
主
催
の
封
建
会
議
）
を
在
地
貴
族
の
権
力
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る

と
し
て
廃
止
し
た
ほ
か
は
、
既
存
の
統
治
機
構
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
、
そ
の
上
層
部
の
み
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
役
人
に
す
げ
替
え
た④
。
彼

ら
は
二
年
任
期
で
現
地
に
派
遣
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
行
政
官
た
ち
は
、
首
府
ニ
コ
シ
ア
を
中
心
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
本
国
の
出
先

機
関
と
し
て
の
キ
プ
ロ
ス
現
地
政
府
を
構
成
し
た
。
首
府
ニ
コ
シ
ア
に
は
、
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
朝
期
よ
り
都
市
評
議
会
が
存
在
し
、
貴
族
や
封
土

所
有
者
の
二
五
歳
以
上
の
男
性
か
ら
選
出
さ
れ
た
一
二
〇
名
を
構
成
員
と
し
て
い
た
。
こ
の
評
議
会
に
は
本
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
役
人
も
出
席
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地図 ヴェネツィア領キプロスの（大）司教区／主教区

し
て
い
た
う
え
、
決
議
は
本
国
政
府
の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た⑤
。

既
存
の
秩
序
を
維
持
す
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
姿
勢
は
、
教
会
制
度
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
っ
た
。
キ
プ
ロ
ス
で
は
、
一
一
九
二
年
に
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
朝
が
開

始
し
た
の
に
と
も
な
い
、
支
配
者
の
宗
教
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
制
度
が

導
入
さ
れ
、
島
内
の
宗
教
的
秩
序
の
再
編
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
、

一
三
世
紀
前
半
に
は
、
教
区
の
境
界
線
が
確
定
し
た⑥
。
四
つ
の
教
区
の
創
設
に

と
も
な
い
、
も
と
一
四
あ
っ
た
主
教
区
も
四
つ
に
削
減
さ
れ
、
司
教
区
と
主
教

区
の
境
界
線
は
同
一
と
さ
れ
た
（
地
図
参
照
）。
ニ
コ
シ
ア
大
司
教
が
全
島
を
統

括
し
、
大
司
教
区
が
そ
れ
に
属
す
る
司
教
に
分
割
さ
れ
る
と
い
う
考
え
に
も
と

づ
い
て
司
／
主
教
区
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る⑦
。

一
二
六
〇
年
に
、
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
四
世
（
在
位
一
二
五
四
〜
六
一
年
）

は
、
そ
の
後
の
両
教
会
の
共
存
の
枠
組
み
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
『
キ
プ
ロ

ス
勅
書
』（
以
下
『
勅
書
』）
を
公
布
し
た⑧
。
大
主
教
位
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
聖
職
叙
任
に
つ
い
て
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
従
属
宣
誓
を
お

こ
な
う
こ
と
を
条
件
に
、
正
教
徒
が
み
ず
か
ら
正
教
会
の
聖
職
者
を
選
出
で
き

る
と
さ
れ
た⑨
。
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
会
の
聖
職
叙
任
に
、
大
陸
の
正
教
会
総
主
教

ら
が
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
正
教
会
は
カ
ト
リ
ッ
ク
を
上
位

の
権
威
と
し
て
承
認
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
信
徒
に
た
い
す
る
裁
判
権
や
典

礼
な
ど
、
従
来
保
持
し
て
き
た
権
限
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
教
皇
自
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身
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る⑩
。『
勅
書
』
の
規
定
を
遵
守
さ
え
す
れ
ば
、
教
義
や
典
礼
の
差
異
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
一

三
世
紀
末
以
降
、
両
教
会
の
聖
職
者
の
あ
い
だ
に
顕
著
な
対
立
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た⑪
。
な
お
、
一
四
三
九
年
に
開
催
さ
れ
た
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
公
会
議
に
お
け
る
東
西
教
会
合
同
の
宣
言
は
、
キ
プ
ロ
ス
に
お
い
て
『
勅
書
』
以
来
島
内
で
進
展
し
て
き
た
信
仰
生
活
の
か
た
ち
に
あ

る
種
の
承
認
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
聖
職
者
と
住
民
に
歓
迎
さ
れ
た⑫
。
正
教
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
共
存
を
定
め
た
こ
の
制
度
的
枠
組
み

は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
期
に
も
受
け
継
が
れ
る
こ
と
と
な
る⑬
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
期
に
お
け
る
正
教
会
の
聖
職
叙
任
に
つ
い
て
は
、
キ
プ
ロ
ス
王
に
か
わ
る
最
高
権
威
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
本
国
政
府
の

ド
ー
ジ
ェ
（
元
首
）
に
な
っ
た
た
め
、
選
出
さ
れ
た
主
教
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
へ
赴
き
、
本
国
政
府
の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
一

五
〇
七
年
、
ニ
コ
シ
ア
都
市
評
議
会
に
主
教
選
出
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
と
、
選
出
さ
れ
た
主
教
は
キ
プ
ロ
ス
当
局
の
承
認
を
経
て
、
本
国
政

府
の
追
認
を
受
け
た
の
ち
、
正
式
に
大
司
教
に
よ
っ
て
叙
階
さ
れ
た⑭
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
キ
プ
ロ
ス
の
教
会
の
問
題
に
つ
い
て
不
干
渉
の
立

場
を
と
り
、
正
教
徒
の
信
仰
に
口
を
挟
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
期
に
お
い
て
も
、
正
教
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
共
存
の

あ
り
方
を
規
定
す
る
の
は
、
依
然
と
し
て
『
勅
書
』
で
あ
り
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
会
議
で
の
東
西
教
会
合
同
決
議
（
一
四
三
九
年
）
に
よ
り
、
自
身
の
典
礼
を
保
持
し
つ
つ
教

皇
の
権
威
を
承
認
し
合
同
を
受
け
入
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
合
同
派
の
正
教
徒
に
関
心
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀

前
半
に
お
け
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
対
正
教
徒
政
策
は
、
都
市
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
外
来
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
う
ち
最
大
の
規
模
を
誇
っ
た

正
教
徒
の
そ
れ
を
、
い
か
に
社
会
の
な
か
に
組
み
こ
む
か
と
い
う
観
点
か
ら
実
現
さ
れ
た
。
一
四
九
六
年
に
正
教
徒
が
聖
ニ
コ
ロ
信
心
会
の
設

立
許
可
を
求
め
、
政
府
の
承
認
に
よ
っ
て
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
法
的
な
認
可
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
正
教
徒
の
歴
史
に

お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
つ⑮
。
こ
の
信
心
会
は
、
正
教
徒
が
自
身
の
教
会
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
一
五
一
一
年
に
十
人
委
員
会
に
聖
ジ

ョ
ル
ジ
ョ
教
会
の
建
設
用
地
の
購
入
許
可
を
求
め
た⑯
。
教
皇
レ
オ
十
世
（
在
位
一
五
一
三
〜
二
一
年
）
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
の
求
め
に
応
じ

る
か
た
ち
で
、
一
五
一
四
年
の
勅
書
に
お
い
て
、
正
教
徒
が
自
身
の
教
会
を
建
設
す
る
こ
と
、
共
同
墓
地
を
も
つ
こ
と
、
自
身
の
典
礼
に
し
た
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が
っ
て
宗
教
的
儀
礼
を
お
こ
な
う
こ
と
を
認
め
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
正
教
徒
に
東
方
典
礼
に
よ
っ
て
礼
拝
を
お
こ
な
う
聖
職
者
を
選
ぶ
権
利
を

認
め
て
も
い
る⑰
。
こ
れ
に
よ
り
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
領
内
の
正
教
徒
は
、
教
皇
の
直
接
の
監
督
下
に
お
か
れ
、
彼
ら
の
信
仰
は
教
皇
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
正
教
徒
の
信
仰
の
内
容
は
問
わ
れ
ず
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
信
仰
の
場
の
認
可
の
み
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
正
教
徒
の
問
題
を
、
宗
教
的
問
題
で
は
な
く
、
都
市
内
に
定
着
し
た
移
民
に
か
か
わ
る
政
治
的
問
題
と
し
て
扱
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る⑱
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
海
外
領
土
の
正
教
徒
住
民
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
現
状
維
持
に
重
き
が
お
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

第
二
節

キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒

キ
プ
ロ
ス
で
は
『
勅
書
』
に
よ
り
両
教
会
間
の
関
係
性
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
じ
っ
さ
い
に
は
そ
の
制
度
的
枠
組
み
を
こ
え
た
信
仰
の
あ

り
方
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
巡
礼
記
や
旅
行
記
の
記
述
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
ウ
ル
ム
出
身
の
ド
ミ
ニ
コ
会
士
フ
ェ
リ
ク
ス
・
フ
ァ
ブ
リ
は
、

聖
地
巡
礼
の
途
上
で
キ
プ
ロ
ス
に
立
ち
寄
り
、
一
四
八
三
年
六
月
二
五
日
か
ら
一
一
月
七
日
ま
で
滞
在
し
た
。
こ
の
期
間
中
、
彼
は
キ
プ
ロ
ス

南
東
部
の
ス
タ
ヴ
ロ
ヴ
ニ
修
道
院
を
訪
れ
た
さ
い
、
あ
る
修
道
士
に
出
会
っ
た
。

私
は
こ
の
人
物
が
修
道
士
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
と
い
う
の
も
（
中
略
）
正
教
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
補
助
司
祭
を
兼
ね
て
お
り
、
こ
と
も
な

げ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
の
儀
式
を
執
り
お
こ
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
毎
週
日
曜
日
に
彼
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
ミ
サ
を
捧
げ
、
西
方
の
様
式
に
な
ら
い
、

無
酵
母
パ
ン
を
も
ち
い
て
聖
体
拝
領
を
執
り
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
儀
式
が
済
む
と
、
彼
は
つ
づ
い
て
正
教
会
に
赴
き
、
東
方
の
様
式
に
な
ら
い
、
酵
母
パ

ン
を
も
ち
い
て
聖
体
拝
領
を
執
り
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
わ
れ
わ
れ
は
非
常
に
不
快
感
を
覚
え
、
私
は
彼
を
、
両
教
会
の
儀
式
参
加
者
を
欺
く
、

も
っ
と
も
た
ち
の
悪
い
類
の
異
端
者
だ
と
思
っ
た
。（
中
略
）
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
は
正
教
に
心
を
移
し
、
お
こ
が
ま
し
く
も
妻
を
娶
っ
て
い
る
が
、

﹇
妻
帯
し
て
い
る
以
上
﹈
カ
ト
リ
ッ
ク
の
一
員
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
が
享
受
す
る
特
権
を
望
ん
で
い
る⑲
。
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こ
の
記
述
か
ら
は
、
フ
ァ
ブ
リ
の
強
い
憤
り
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
修
道
士
を
フ
ァ
ブ
リ
は
「
異
端
者
」
で
あ
る
と
非
難
し
て
い

る
が
、
当
の
本
人
は
毎
週
の
義
務
を
遂
行
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
な
に
も
気
に
と
め
て
い
な
い
様
子
で
あ
り
、
ミ
サ
参
加
者
も
こ
の
状
況
を
違
和

感
な
く
受
け
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
正
統
か
ら
は
ず
れ
た
信
仰
の
あ
り
方
に
難
色
を
示
し
た
フ
ァ
ブ
リ
が
見
逃
す
は
ず
は

な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
フ
ァ
ブ
リ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
の
妻
帯
が
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
聖
職
者
が
な
お
カ

ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
の
特
権
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
正
教
に
接
近
し
、
正
教
会
聖
職
者
に
は
容
認
さ
れ
て
い
る
が
カ
ト
リ
ッ
ク

聖
職
者
に
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
妻
帯
を
お
こ
な
い
、
大
陸
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
か
ら
す
れ
ば
い
わ
ば
「
異
端
」
で
あ
る
こ
れ
ら
の
聖
職
者
が
、

み
ず
か
ら
は
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
の
特
権
を
享
受
す
る
に
値
す
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
に
、
大
陸
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
と
キ
プ
ロ
ス
の
カ
ト

リ
ッ
ク
信
徒
の
あ
い
だ
の
、
信
仰
の
あ
り
方
に
た
い
す
る
認
識
の
ず
れ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

キ
プ
ロ
ス
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
た
ロ
ー
カ
ル
な
信
仰
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
一
五
一
八
年
三
月
一
九
日
か
ら
九
月
一
六
日
に
か
け
て

キ
プ
ロ
ス
に
滞
在
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
絹
商
人
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
・
セ
ー
ジ
ュ
も
、
自
身
の
旅
行
記
の
な
か
で
言
及
し
て
い
る
。
彼
は
あ
る
教
会
を

訪
れ
た
さ
い
「
教
会
の
端
の
ほ
う
で
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
と
一
緒
に
ラ
テ
ン
語
で
聖
歌
を
歌
っ
て
い
た
が
、
教
会
の
中
央
あ
る
い
は
わ
れ
わ
れ
が

聖
歌
隊
席
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
聖
歌
が
歌
わ
れ
て
い
た
」
と
の
記
述
を
残
し
て
い
る⑳
。
こ
こ
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
と
正

教
徒
が
、
信
仰
に
か
か
わ
る
空
間
を
共
有
し
て
い
る
さ
ま
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
か
ん
し
て
は
、
一
五
〇
八
年
二
月
八
日
か
ら
三
月

二
八
日
に
キ
プ
ロ
ス
に
滞
在
し
た
テ
ィ
ロ
ル
出
身
の
貴
族
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
巡
礼
記
に
お
い
て
も
「﹇
キ
プ
ロ
ス
東
部
の
﹈
サ
ラ
ミ
ス
の
港

の
近
く
に
教
会
が
あ
り
、
こ
こ
は
正
教
徒
の
礼
拝
の
場
で
も
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
の
礼
拝
の
場
で
も
あ
っ
た㉑
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
同
様

の
状
況
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
前
者
の
記
述
か
ら
は
、
信
仰
に
か
か
わ
る
空
間
だ
け
で
な
く
、
時
間
を
も
共
有
し
て
い
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。
こ
こ
で
「
ギ
リ
シ
ア
語
で
聖
歌
が
歌
わ
れ
て
い
」
る
の
は
教
会
の
中
央
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
数
の
う
え

で
正
教
徒
が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
を
圧
倒
的
に
上
回
っ
て
い
る
キ
プ
ロ
ス
社
会
に
お
け
る
、
両
者
の
位
置
づ
け
が
可
視
化
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
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る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
キ
プ
ロ
ス
現
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
は
、
必
ず
し
も
『
勅
書
』
の
枠
組
み
の
も
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
宗
派
が
共
存
を

謳
歌
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
批
判
的
で
は
な
か
っ
た
。
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家
の
末
裔
で
あ
り
、
キ
プ
ロ
ス
に
生
ま
れ
育
っ
た
ド
ミ
ニ
コ
会
士

で
あ
る
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
は
、
自
身
が
著
し
た
『
キ
プ
ロ
ス
島
の
地
誌
と
そ
の
簡
潔
な
全
史
』
の
な
か
で
、
主
の
聖
体
と

聖
マ
ル
コ
の
祝
祭
日
の
行
進
の
光
景
を
伝
え
て
い
る㉒
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
行
進
で
は
、
先
頭
に
正
教
会
の
十
字
架
が
掲
げ
ら
れ
、「
正
教
会

の
聖
職
者
」
次
い
で
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
托
鉢
修
道
士
」、
そ
し
て
「
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
、
ヤ
コ
ブ
派
、
マ
ロ
ン
派
、
コ
プ
ト
正
教
徒
、
ア
ル
メ

ニ
ア
正
教
徒
」
と
い
っ
た
東
方
諸
教
会
の
信
徒
が
つ
づ
く
。
行
進
の
最
後
尾
に
は
「
大
司
教
や
付
属
司
教
と
と
も
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
、

そ
れ
か
ら
行
政
官
と
貴
族
が
つ
づ
」
き
、
キ
プ
ロ
ス
に
存
在
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
あ
ら
ゆ
る
宗
派
の
信
徒
が
参
集
し
て
い
る
様
子
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
は
こ
の
光
景
を
「
美
し
い
眺
め
で
あ
る
」
と
評
し
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
さ
ま
ざ
ま
な
宗
派
が
一
堂
に
会

す
る
光
景
を
目
に
し
、
好
意
的
な
評
価
を
与
え
て
い
る
。

同
書
の
後
半
部
分
の
執
筆
を
担
当
し
た
カ
レ
ピ
オ
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
キ
プ
ロ
ス
征
服
と
い
う
激
震
を
経
験
し
た
の
ち
、『
勅
書
』

に
支
え
ら
れ
た
正
教
会
の
あ
り
方
や
正
教
徒
の
ふ
る
ま
い
に
つ
い
て
、
苦
々
し
い
思
い
を
吐
露
し
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
は
、「
古
く
か
ら
の

異
端
者
か
ら
成
る
種
々
雑
多
な
宗
派
が
存
在
し
、
神
聖
な
る
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
従
属
宣
誓
し
た
正
教
徒
が
い
る
こ
の
王
国
に
、
神

が
こ
の
よ
う
な
裁
き
﹇
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
征
服
﹈
を
下
さ
れ
る
の
は
当
然
」
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た㉓
。
カ
レ
ピ
オ
は
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
と

同
じ
ド
ミ
ニ
コ
会
士
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
論
調
は
対
照
的
で
あ
る
。
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
宗
派
の
共
存
を
賛
美
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
彼
の
出
自
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
キ
プ
ロ
ス
を
宗
派
共
存
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
第
三
回
十
字
軍
の
の
ち
、
こ
の
地
に
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
に
よ
る
支
配
を
も
た
ら
し
た
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家
の
栄
光
を
称

え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
の
カ
レ
ピ
オ
に
は
、『
勅
書
』
に
も
と
づ
く
正
教
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
共
存
の
あ
り
方
そ

れ
自
体
が
、
非
難
に
値
す
る
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
こ
そ
至
高
の
信
仰
で
あ
り
正
教
徒
は
異
端
で
あ
る
と
み
な
す
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彼
に
は
、
正
教
会
が
正
教
信
仰
を
維
持
し
な
が
ら
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
権
威
を
容
認
し
て
い
る
こ
と
が
、
神
学
的
見
地
か
ら
許
容
し

え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
両
者
の
筆
致
の
差
異
は
、
キ
プ
ロ
ス
に
お
け
る
宗
派
共
存
状
態
が
、
あ
る
者
に
と
っ
て
は
平
和
的
空
間
の
指
標
と

な
り
、
ま
た
あ
る
者
に
と
っ
て
は
宗
教
的
非
難
の
対
象
に
も
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

『
勅
書
』
に
よ
り
正
教
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
位
置
づ
け
が
明
確
に
な
っ
た
が
、
日
常
的
な
信
仰
の
場
で
は
、
こ
の
よ
う
に
信
仰
の
越
境

行
為
が
確
認
さ
れ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
キ
プ
ロ
ス
の
支
配
権
を
手
に
し
て
以
降
、
在
地
の
教
会
の
問
題
に
は
干
渉
せ
ず
、
日
常
的
な
宗
派
の

越
境
事
例
に
つ
い
て
も
問
題
視
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
容
認
あ
る
い
は
黙
認
さ
れ
て
き
た
キ
プ
ロ
ス
の
宗
教

的
慣
習
が
、
議
論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
章
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
五
世
紀
中
頃
か
ら
一
六
世
紀
中
頃
に
か
け
て
、
歴
代
の
教
皇
は
正
教
徒
に
比
較
的
寛
大
な
姿
勢
を
示

し
て
い
た㉔
。
し
か
し
、
正
教
徒
に
た
い
す
る
教
皇
の
こ
の
よ
う
な
対
処
の
し
か
た
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
の
が
、
異
端
の
排
除
と
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
改
革
を
目
指
し
て
ト
レ
ン
ト
公
会
議
を
招
集
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
教
皇
パ
ウ
ル
ス
三
世
（
在
位
一
五
三
四
〜
四
九
年
）
で
あ
る
。
彼

は
一
五
四
二
年
に
、
正
教
徒
に
有
利
な
前
任
の
教
皇
た
ち
の
認
可
を
取
り
下
げ
た
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
正
教
会
聖
職
者
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の

信
仰
告
白
を
お
こ
な
う
こ
と
を
要
求
し
た㉕
。
一
五
六
四
年
二
月
、
教
皇
ピ
ウ
ス
四
世
（
在
位
一
五
五
九
〜
六
五
年
）
は
、
従
来
の
教
皇
に
よ
っ
て

カ
ト
リ
ッ
ク
支
配
領
域
内
の
正
教
徒
住
民
に
容
認
さ
れ
て
い
た
、
あ
ら
ゆ
る
免
除
の
廃
止
を
定
め
た
勅
書
を
発
布
し
、
つ
づ
く
教
皇
ピ
ウ
ス
五

世
（
在
位
一
五
六
六
〜
七
二
年
）
は
、
一
五
六
六
年
八
月
に
、
正
教
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
各
々
の
儀
礼
を
お
こ
な
い
う
る
の
は
、
各
教
会
に
属
す
る

聖
職
者
の
み
と
定
め
た㉖
。

対
抗
宗
教
改
革
の
な
か
で
、
教
皇
に
よ
り
正
教
徒
の
信
仰
そ
れ
自
体
が
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
領
域
内
の
正

教
徒
へ
の
視
線
に
も
二
つ
の
変
化
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
点
目
は
、
東
西
教
会
合
同
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
公
会
議
で
東
西
教
会
合
同
が
宣
言
さ
れ
て
以
降
、
じ
っ
さ
い
に
は
合
同
に
反
対
す
る
正
教
徒
は
一
定
数
い
た
も
の
の
、
建
前
上
、
正
教
徒
は

教
皇
に
よ
っ
て
信
仰
が
保
障
さ
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
教
か
ら
の
抑
圧
を
受
け
な
い
存
在
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
来
な
ら
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ば
ロ
ー
マ
に
帰
一
す
べ
き
で
あ
る
正
教
徒
の
な
か
に
、
そ
れ
を
内
心
で
は
不
服
と
す
る
反
合
同
派
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
二
点
目
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
考
慮
す
べ
き
正
教
徒
の
対
象
範
囲
に
か
ん
し
て
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
市
内
に
定
着
し

た
移
民
だ
け
で
な
く
、
海
外
領
土
の
住
民
ま
で
を
も
含
ん
だ
正
教
徒
の
処
遇
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る㉗
。
こ
こ
で
、
都
市
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
海
外
領
土
と
の
差
異
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
前
者
に
お
い
て
は
、
正
教
徒
の
集
団
は
複
数
存
在
す
る
外
来

者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
後
者
に
お
い
て
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
が
支
配
的
地
位
に
あ
る

も
の
の
、
住
民
の
大
多
数
を
占
め
る
の
は
正
教
徒
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
海
外
領
土
に
お
け
る
正
教
徒
へ
の
対
処
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
政
府
に

よ
っ
て
、
統
治
の
安
定
を
左
右
し
う
る
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
、
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
勢
力
伸
張

と
も
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る㉘
。

①

Lane
(1973).キ
プ
ロ
ス
以
外
の
海
外
領
土
と
し
て
、
た
と
え
ば
ク
レ
タ
島
に

つ
い
て
は
、
高
田
良
太
の
一
連
の
研
究
を
参
照
。
高
田
良
太
（
二
〇
〇
六
）「
中

世
後
期
ク
レ
タ
に
お
け
る
教
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」『
史
林
』
八
九
-
二
、
六
八

〜
一
〇
二
頁
。
同
（
二
〇
〇
九
）「
一
三
六
三
年
八
月
九
日
蜂
起
に
み
る
都
市
カ

ン
デ
ィ
ア
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

『
入
植
者
ギ
リ
シ
ア
化
』
要
因
説
を
め
ぐ
っ
て

」『
西
洋
史
学
』
二
三
三
、
三
九
〜
五
六
頁
。
同
（
二
〇
〇
九
）「
中
世
後
期

ク
レ
タ
の
政
治
指
導
者
層
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
系
家
門

ス
ミ
ュ
ル
ナ
十
字
軍

期
（
一
三
三
〇
-
一
三
五
〇
）
を
中
心
に

」『
史
林
』
九
二
-
六
、
六
三
〜

九
九
頁
。
同
（
二
〇
一
六
）「
封
地
分
配
の
行
方

中
世
後
期
ク
レ
タ
に
お
け

る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
入
植
政
策
と
ギ
リ
シ
ア
人
の
反
応

」『
歴
史
学
研
究
』

七
、
二
三
〜
三
二
、
五
四
頁
。
ま
た
、
髙
田
京
比
子
（
二
〇
〇
九
）「
中
世
地
中

海
に
お
け
る
人
の
移
動

ク
レ
タ
と
キ
プ
ロ
ス
の
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
』

」
前
川
和
也
編
著
『
空
間
と
移
動
の
社
会
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
八
五

〜
二
一
三
頁
も
参
照
。

②

Lane
(1973),
p.298;
M
.
O
’Connell
(2009),
M
en
of
E
m
pire:
Pow
er

and
N
egotiation
in
V
enice’s
M
aritim
e
State,
Baltim
ore,
pp.36-37;

Skoufari
(2011),pp.47-52.

③

キ
プ
ロ
ス
で
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
よ
る
支
配
開
始
当
初
は
総
督
が
任
命
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
シ
リ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
っ
て
征
服

さ
れ
た
の
ち
、
ス
レ
イ
マ
ン
一
世
が
ス
ル
タ
ン
に
即
位
し
た
一
五
二
〇
年
以
降
は
、

キ
プ
ロ
ス
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
手
に
落
ち
る
一
五
七
一
年
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な

く
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
O
’Connell
(2009),
pp.
47-48;

Skoufari
(2011),p.58.

④

Skoufari
(2011),pp.30-31.

⑤

B.A
rbel(2009),‘Cyprus
on
the
Eve
of
the
O
ttom
an
Conquest’,in

M
.N
.M
ichaelet
al.(eds.),O
ttom
an
Cyprus:
A
Collection
of
Studies

on
H
istory
and
Culture,
W
iesbaden,p.41.こ
の
評
議
会
自
体
の
史
料
は

現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
メ
ン
バ
ー
の
名
や
宗
派
的
構
成
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
一
五
〇
七
年
に
評
議
会
に
た
い
し
て
島
内
の
四
つ
の
主
教
座
管
区
の
主

教
候
補
者
の
選
出
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
正
教
徒
の
割
合
が
高
か
っ
た
と
推
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察
さ
れ
る
。
B.A
rbel
(1986),‘U
rban
A
ssem
blies
and
T
ow
n
Councils

in
Frankish
and
V
enetian
Cyprus’,Π

ρ
α
κ
τ
ικ
ά

τ
ού

Δ
ευ
τ
έρ
ου

Δ
ιεθ

ν
ού
ς
Κ
υ
π
ρ
ιολ

ογ
ικ
ού

Σ
υ
ν
εδ
ρ
ίου

2,pp.211-212
(reprinted
in
B.

A
rbel
(2000),
Cyprus,
the
Franks
and
V
enice,
13-16th
centuries,

A
ldershot).

⑥

Ch.
Schabel
(2006),‘T
he
Status
of
the
Greek
Clergy
in
Early

Frankish
Cyprus’,
in
J.
Chrysostom
ides
and
C.
D
endrinos
(eds.),

‘Sw
eet
Land…
’
Lectures
on
the
H
istory
and
Culture
of
Cyprus,

Cam
berley,p.180
(reprinted
in
Ch.Schabel
(2010),G
reeks,
Latins,

and
the
Church
in
E
arly
Frankish
Cyprus,Farnham
).

⑦

Skoufari
(2011),
p.100;
N
.
Coureas
(1997),
T
he
Latin
Church
in

Cyprus,1195-1312,A
ldershot,pp.254-255.こ
の
よ
う
な
教
区
制
度
は
、

イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
そ
れ
と
類
似
す
る
。
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
教
区
制
度
に

つ
い
て
は
、
櫻
井
康
人
（
二
〇
〇
三
）「
前
期
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
に
お
け
る
王
権

と
教
会

聖
職
者
の
国
政
関
与
に
関
す
る
考
察

」『
史
学
雑
誌
』
一
一
二

-
九
、
四
五
頁
を
参
照
。

⑧

Ch.
Schabel
(2001)
(ed.),
T
he
Synodicum
N
icosiense
and
O
ther

D
ocum
ents
of
the
Latin
Church
of
Cyprus,
1196-1373,N
icosia,pp.

311-320.な
お
、
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
朝
期
に
お
け
る
『
勅
書
』
体
制
の
成
立
と
そ

の
意
義
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
期
し
た
い
。

⑨

た
だ
し
、
選
出
さ
れ
た
主
教
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
職
者
か
ら
最
終
的
な

承
認
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。
Schabel
(2001),pp.315-316.

⑩

Schabel
(2001),pp.316-317.

⑪

Schabel
(2006),pp.194-195.

⑫

Skoufari
(2011),p.98.

⑬

G.
H
ill
(1948),
A
H
istory
of
Cyprus:
T
he
Frankish
Period,

1432-1571,Cam
bridge,pp.1059-1060;Schabel
(2006),pp.195-197.

⑭

Skoufari
(2011),p.103.

⑮

ヴ
ィ
ッ
ジ
ャ
ー
ノ
（
二
〇
〇
八
）、
四
七
〜
四
八
頁
。

⑯

Fedalto
(1967),p.44.

⑰

Geanakoplos
(1966),p.120.

⑱

ヴ
ィ
ッ
ジ
ャ
ー
ノ
（
二
〇
〇
八
）、
四
九
〜
五
〇
頁
。

⑲

F.
Faber,‘Evangatorium
in
T
errae
Sanctae,
A
rabiae
et
Egipti

Peregrinationem
’,
tr.
by
Cobham
,
in
Cobham
(ed.)(1908),
E
xcerpta

Cypria,p.40.

⑳

J.L.Seige,‘Chi
seusuyvent
les
gistes
repaistres
et
despens
que

m
oy
Jacque
le
Seige
m
archant
dem
ourant
a
D
ouay
ay
fait
de
D
ouay

a
Rom
e...
et
autres
lieux’,
tr.
by
Cobham
,
in
Cobham
(ed.)(1908),

E
xcerpta
Cypria,p.60.

㉑

M
.
V
.
Baum
garten,‘T
ravels’,
tr.
by
Cobham
,
in
Cobham
(ed.)

(1908),E
xcerpta
Cypria,p.54.

㉒

Lusignan
(1573),Chorograffia,35r.

㉓

Calepio
(1573),N
arratione,107v-108r.

㉔

こ
の
よ
う
な
立
場
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
文
主
義
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
人
知
識

人
の
役
割
や
㉔
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
進
出
に
た
い
し
て
正
教
世
界
と
の
良
好
な
関

係
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
教
皇
庁
の
政
策
、
そ
し
て
台
頭
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

諸
宗
派
へ
の
対
抗
と
い
っ
た
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
う
る
。
メ
デ
ィ
チ
家
出
身
の
教

皇
レ
オ
一
〇
世
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
再
興
と
ギ
リ
シ
ア
の
学
問
・
文
化
に
注
力
し

た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
Geanakoplos
(1966),p.120;Fedalto
(1967),

pp.45-47;B.A
rbel
(2013),‘V
enice’s
M
aritim
e
Em
pire
in
the
Early

M
odern
Period’,in
E.R.D
ursteler
(ed.),A
Com
panion
to
V
enetian

H
istory,
1400-1797,Leiden/
Boston,p.170;A
rbel
(2017),p.250.

㉕

A
rbel
(2013),p.171.

㉖

A
rbel
(2017),p.251.一
五
四
五
〜
六
三
年
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
ト
レ
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ン
ト
公
会
議
に
出
席
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
代
表
者
た
ち
は
、
正
教
徒
へ
の
風
向

き
が
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
局
面
に
お
い
て
、
自
国
の
領
域
内
で
正
教
徒
住
民

と
の
関
係
性
を
損
な
う
可
能
性
の
あ
る
取
り
決
め
に
異
を
唱
え
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
Fedalto
(1967),p.83.

㉗

ヴ
ィ
ッ
ジ
ャ
ー
ノ
（
二
〇
〇
八
）、
五
一
頁
。

㉘

Skoufari
(2012),p.229;A
rbel
(2017),pp.253-255.

第
三
章

キ
プ
ロ
ス
に
お
け
る
対
抗
宗
教
改
革

第
一
節

ニ
コ
シ
ア
大
司
教
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
改
革

キ
プ
ロ
ス
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
正
教
会
の
あ
ら
ゆ
る
聖
職
者
の
頂
点
に
立
つ
ニ
コ
シ
ア
大
司
教
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
開
始

以
来
、
誰
ひ
と
り
と
し
て
管
区
に
居
住
す
る
こ
と
が
な
く
、
大
司
教
代
理
が
そ
の
聖
務
を
担
う
の
が
内
実
で
あ
っ
た①
。
お
り
し
も
、
中
断
期
間

を
挟
み
な
が
ら
一
五
四
五
〜
六
三
年
ま
で
三
会
期
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
ト
レ
ン
ト
公
会
議
に
お
い
て
、
司
教
の
管
区
に
お
け
る
不
在
は
重

要
な
議
題
の
ひ
と
つ
を
な
し
て
い
た②
。

一
五
六
〇
年
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
家
門
出
身
の
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
（
一
五
二
四
〜
八
六
年
）
が
、
キ
プ
ロ
ス
の
ニ
コ
シ
ア
大
司

教
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た③
。
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
は
、
大
司
教
の
管
区
不
在
と
い
う
悪
習
を
断
ち
切
る
べ
く
、
じ
っ
さ
い
に
キ
プ
ロ
ス
に
赴
い

た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
元
老
院
は
、
キ
プ
ロ
ス
当
局
に
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
出
発
し
た
こ
と
を
伝
え
る
書
簡
の
な
か
で
、
こ

の
大
司
教
の
改
革
を
援
助
す
べ
き
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る④
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
彼
は
ト
レ
ン
ト
公
会
議
に
出
席

す
る
た
め
、
キ
プ
ロ
ス
を
後
に
す
る
。
彼
は
自
身
の
留
守
中
も
、
大
司
教
代
理
の
ア
ン
ド
レ
ア
・
ス
タ
ン
ガ
を
と
お
し
て
監
督
を
継
続
し
た⑤
。

モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
は
自
身
の
任
務
に
つ
い
て
ド
ー
ジ
ェ
の
許
可
証
を
携
え
て
お
り
、
そ
の
責
務
を
果
た
す
べ
く
、
信
仰
の
不
一
致
を
解
消
す
る

た
め
に
異
端
審
問
所
を
設
立
す
る
こ
と
も
念
頭
に
お
い
て
い
た⑥
。
し
か
し
、
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
任
務
を
補
佐
す
る
べ
く
異
端
審
問
官
と
し
て
キ

プ
ロ
ス
に
赴
任
す
る
こ
と
を
了
承
す
る
者
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
結
局
は
一
五
六
四
年
五
月
一
九
日
、
教
皇
に
よ
っ
て
彼
自
身
が
キ
プ
ロ

18 (834)



ス
の
異
端
審
問
官
に
任
命
さ
れ
た⑦
。
ま
た
、
同
年
七
月
二
二
日
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
元
老
院
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
領
域
内
の
す
べ
て
の
住

民
に
た
い
し
て
ト
レ
ン
ト
公
会
議
の
決
議
を
公
布
し
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
改
革
を
実
施
す
る
こ
と
を
定
め
た⑧
。
し
た
が
っ
て
、
正
教
徒
が
改

革
の
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
初
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
も
容
認
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

一
五
六
四
年
九
月
二
一
日
、
再
び
自
身
の
管
区
に
や
っ
て
き
た
大
司
教
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
は
、
従
来
大
司
教
が
不
在
の
あ
い
だ
に
キ
プ
ロ
ス
に

蔓
延
し
て
い
た
信
仰
の
堕
落
を
除
去
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
彼
は
、
自
身
の
任
務
を
終
え
、
キ
プ
ロ
ス
か
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
帰
還
し

た
さ
い
に
本
国
政
府
に
提
出
し
た
報
告
書
の
な
か
で
、
キ
プ
ロ
ス
で
の
改
革
の
抱
負
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
第
一
に
、
神
と
教
皇

聖
下
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
こ
の
輝
か
し
い
国
家
の
中
心
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、
私
の
聖
務
日
課
が
不
十
分
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
」、
そ
し
て
「
第
二
に
、
閣
下
﹇
ド
ー
ジ
ェ
﹈
に
た
い
し
て
職
務
を
全
う
す
る
義
務
を
と
も
な
っ
て
、
上
述
の
聖
務
を
お

こ
な
う
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
私
は
自
分
自
身
を
益
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
な
に
か
を
目
指
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
た
だ
す
べ
て
の

善
き
人
々
に
と
っ
て
の
祝
福
の
源
で
あ
る
神
の
愛
を
、
そ
し
て
彼
ら
が
私
に
託
し
た
魂
の
救
済
だ
け
を
目
指
し
て
い
た
」
と
自
身
の
活
動
を
振

り
返
っ
て
い
る⑨
。

こ
の
報
告
書
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
大
司
教
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
が
改
革
遂
行
の
責
任
を
負
う
べ
き
方
向
が
二
つ
あ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り

「
神
と
教
皇
」、
そ
し
て
「
閣
下
」
す
な
わ
ち
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ド
ー
ジ
ェ
に
忠
誠
を
誓
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
当
初

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
正
教
徒
も
含
め
た
改
革
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
こ
の
大
司
教
の
改
革
の
姿
勢
も
支
持
し
て
は
い
た
。
と
は
い

え
、
そ
の
遂
行
に
た
い
し
て
全
面
的
に
賛
同
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
こ
の
大
司
教
の
改
革
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
キ
プ

ロ
ス
維
持
政
策
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
二
節

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
海
外
領
土
維
持
政
策
と
ニ
コ
シ
ア
大
司
教

大
司
教
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
任
期
と
重
な
る
一
五
六
二
〜
六
四
年
に
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
サ
グ
レ
ド
（
一
五
〇
五
〜
一
六
〇
〇
年
）
が
総
督
と
し
て
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キ
プ
ロ
ス
に
派
遣
さ
れ
て
い
た⑩
。
彼
は
、
総
督
と
し
て
の
任
期
を
終
え
一
五
六
五
年
一
月
に
本
国
に
帰
還
し
た
さ
い
、
本
国
政
府
に
報
告
書
を

提
出
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、
本
国
政
府
に
た
い
す
る
総
督
と
大
司
教
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
書
と
、
本
国
政
府
の
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
キ

プ
ロ
ス
に
お
い
て
正
教
徒
に
か
ん
す
る
問
題
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
、
そ
し
て
本
国
政
府
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
か

を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
ず
サ
グ
レ
ド
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
も
含
め
た
聖
職
者
の
堕
落
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
、
教
会
や
修
道
院
の
様
子
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る⑪
。
彼
に

よ
れ
ば
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ミ
サ
を
受
け
る
こ
と
を
欲
す
る
な
ら
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
は
ミ
サ
を
執
り
お
こ
な
う
こ

と
の
で
き
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
を
探
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た⑫
。
し
か
し
、
大
司
教
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
改
革
が
実
を

結
び
、
ミ
サ
は
正
し
く
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ァ
マ
グ
ス
タ
司
教
や
パ
フ
ォ
ス
司
教
の
司
牧
の
務
め
も
改
善
さ
れ
た
と
し
て
、
大
司

教
の
役
割
に
肯
定
的
な
評
価
を
与
え
て
い
る⑬
。

注
目
す
べ
き
は
、
大
司
教
が
正
教
会
の
主
教
た
ち
に
ト
レ
ン
ト
公
会
議
の
決
議
を
公
布
し
よ
う
と
し
た
さ
い
の
反
応
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ

る
。
サ
グ
レ
ド
は
、
主
教
た
ち
が
ロ
ー
マ
の
法
廷
の
権
威
に
懐
疑
的
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
の
慣
習
を
遵
守
す
る
人
々
に
た
い
し
て
も
好
意
的
で
は

な
い
と
述
べ
た
あ
と
、
自
身
が
考
え
る
最
善
策
を
披
露
す
る
。

前
述
の
主
教
た
ち
が
、
と
く
に
ニ
コ
シ
ア
の
主
教
が
、
こ
の
島
に
存
在
し
な
く
な
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
き
わ
め
て
確
実
で
あ
る
。
前
述
の

主
教
た
ち
が
い
な
く
な
れ
ば
、
人
々
は
み
な
大
司
教
と
他
の
イ
タ
リ
ア
人
司
教
に
服
従
し
、
彼
ら
に
つ
い
て
な
ん
ら
意
見
の
食
い
違
い
は
生
じ
な
い
で
あ

ろ
う
。
大
司
教
が
聖
な
る
公
会
議
﹇
ト
レ
ン
ト
公
会
議
﹈
を
公
に
し
よ
う
と
望
ん
で
い
た
と
き
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
。
前
述
の
主
教
た
ち
は
そ
れ

﹇
ト
レ
ン
ト
公
会
議
の
決
議
﹈
を
公
布
す
る
の
を
望
ま
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
わ
れ
ら
の
大
司
教
と
司
教
た
ち
に
た
い
し
て
人
々
を
立
ち
上
が
ら
せ
よ

う
と
し
て
い
た
。
前
述
の
主
教
た
ち
を
取
り
除
く
こ
と
で
、
起
こ
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
不
和
と
紛
争
は
や
む
で
あ
ろ
う⑭
。
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後
半
部
分
の
「
わ
れ
ら
の
大
司
教
と
司
教
た
ち
に
た
い
し
て
人
々
を
立
ち
上
が
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
た
」
と
い
う
一
節
か
ら
は
、
正
教
会
の
主

教
た
ち
が
ト
レ
ン
ト
公
会
議
の
決
議
の
公
布
に
反
対
し
て
お
り
、
も
し
島
内
の
正
教
会
に
決
議
が
適
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
暴
動
な
ど
の
実
力

行
使
に
出
る
こ
と
も
辞
さ
な
い
と
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
状
況
を
未
然
に
回
避
す
る
た
め
に
こ
の
総
督
が
も
っ

と
も
望
ま
し
い
と
考
え
た
方
策
は
、
正
教
会
の
主
教
た
ち
を
す
べ
て
こ
の
島
か
ら
追
放
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
大
司
教

や
司
教
に
反
抗
す
る
者
は
い
な
く
な
る
た
め
、
島
内
の
秩
序
が
保
た
れ
安
定
し
た
統
治
が
可
能
に
な
る
と
彼
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

サ
グ
レ
ド
の
こ
の
報
告
書
に
つ
づ
く
同
年
四
月
二
一
日
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
本
国
政
府
の
な
か
で
政
治
・
外
交
の
重
要
問
題
を
審
議
す
る
機
関

で
あ
る
十
人
委
員
会
は
、
そ
れ
ま
で
改
革
へ
の
協
力
を
表
明
し
て
い
た
大
司
教
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
に
た
い
し
て
、
い
く
つ
か
の
要
請
を
す
る
に
い

た
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
キ
プ
ロ
ス
の
教
会
制
度
の
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
、
正
教
会
に
ト
レ
ン
ト
公
会
議
の
決
議
を
公
布
す
る
の
を
延
期
す

る
こ
と
、
そ
し
て
キ
プ
ロ
ス
で
正
教
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
関
係
を
ど
の
程
度
ま
で
見
な
お
す
か
に
つ
い
て
は
、
教
皇
庁
に
内
密
に
し
て

お
く
こ
と
で
あ
る⑮
。
こ
れ
は
先
行
す
る
サ
グ
レ
ド
の
報
告
書
の
内
容
を
勘
案
し
た
対
応
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
あ
え
て
彼
や

モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
意
図
に
反
す
る
方
針
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
正
教
会
に
も
改
革
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
に
た
い
す

る
正
教
徒
の
不
満
が
蓄
積
し
、
そ
れ
が
反
乱
や
暴
動
に
発
展
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
な
ど
こ
の
島
の
獲
得
を
画
策
す
る
勢
力
に

介
入
の
余
地
を
与
え
て
し
ま
う⑯
。
そ
の
た
め
に
は
島
内
の
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
会
に
た
い
し
て
抜
本
的

な
改
革
を
お
こ
な
う
の
を
控
え
る
こ
と
が
、
キ
プ
ロ
ス
統
治
に
お
い
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
当
の
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
は
規
定
を
公
布
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
じ
っ
さ
い
に
は
ト
レ
ン
ト
公
会
議
の
決
議
に
沿
っ
た
改

革
を
断
行
し
よ
う
と
し
た
。
彼
は
ト
レ
ン
ト
の
教
令
の
実
行
に
適
さ
な
い
と
み
な
し
た
人
物
に
た
い
し
て
聖
職
禄
の
授
与
を
拒
否
す
る
な
ど
、

彼
自
身
の
考
え
る
と
こ
ろ
の
改
革
の
理
想
を
堅
持
し
た⑰
。
さ
ら
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
と
正
教
徒
の
慣
習
の
不
一
致
を
埋
め
る
こ
と
を
め
ざ

し
、
正
教
徒
に
た
い
し
て
ロ
ー
マ
教
皇
の
裁
判
権
の
も
と
に
服
す
る
こ
と
を
強
制
し
よ
う
と
も
し
た⑱
。

こ
の
よ
う
な
大
司
教
と
総
督
の
強
硬
な
態
度
に
た
い
し
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
と
っ
た
立
場
は
、
キ
プ
ロ
ス
の
支
配
開
始
当
初
か
ら
一
貫
し
て

東地中海世界と対抗宗教改革（藤田）

21 (837)



い
る
姿
勢
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
領
土
維
持
の
観
点
か
ら
、
住
民
の
な
か
で
反
発
や
不
和
を
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
あ
ら

ゆ
る
措
置
を
回
避
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
教
皇
庁
お
よ
び
大
司
教
の
改

革
の
意
図
自
体
に
は
賛
同
す
る
も
の
の
、
正
教
会
に
従
来
容
認
さ
れ
て
き
た
信
仰
の
領
域
に
強
硬
に
立
ち
入
る
と
い
う
手
法
を
、
無
条
件
に
支

持
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
総
督
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
サ
グ
レ
ド
と
は
、
島
内
の
秩
序
維
持
に
よ
り
海
外
領
土

の
支
配
を
保
つ
と
い
う
政
治
的
方
針
は
共
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
彼
に
つ
い
て
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
に
反
抗
す
る
正
教
会

聖
職
者
を
島
外
に
追
放
す
る
と
い
う
手
法
は
、
正
教
徒
に
反
発
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
容
易
に
想
定
さ
れ
う
る
た
め
、
現
実
的
に
は
採
用
し
え

な
い
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
五
六
五
年
四
月
二
一
日
に
大
司
教
に
た
い
し
て
な
さ
れ
た
要
請
は
、
宗
教
的
領
域
と
政
治
的
領
域
に
ま

た
が
っ
て
生
じ
た
こ
れ
ら
の
問
題
へ
の
対
処
を
見
据
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
、
先
述
の
と
お
り
こ
の
要
請
に
は
、
キ
プ
ロ
ス
の

正
教
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
関
係
を
ど
の
程
度
ま
で
見
な
お
す
か
に
つ
い
て
、
教
皇
庁
に
は
情
報
を
提
供
し
な
い
こ
と
、
と
い
う
項
目
が
含
ま
れ

て
い
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
従
来
教
皇
庁
と
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
き
た
が
、
そ
の
姿
勢
を
転
換
し
新
た
に
友
好
関
係
を
構
築
し
つ
つ
あ
っ
た

さ
な
か
に⑲
、
改
革
を
め
ぐ
っ
て
信
仰
の
刷
新
よ
り
も
自
国
の
領
土
維
持
を
優
先
し
た
こ
と
は
、
教
皇
庁
と
の
紛
争
の
火
種
と
な
り
え
た
か
ら
で

あ
っ
た
。

第
三
節

正
教
会
聖
職
者
の
反
発

大
司
教
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
は
、
聖
職
者
で
あ
る
と
同
時
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
家
門
出
身
者
で
も
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
教
皇

庁
と
の
新
た
な
友
好
関
係
の
な
か
で
、
本
来
な
ら
ば
つ
ね
に
自
身
の
行
動
が
も
た
ら
し
う
る
影
響
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
っ
た
。
し

か
し
彼
に
と
っ
て
は
、
海
外
領
土
を
い
か
に
維
持
す
る
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
、
ト
レ
ン
ト
公
会
議
で
の
決
議
を
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
海

外
領
土
で
あ
る
キ
プ
ロ
ス
に
い
か
に
普
及
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
で
あ
っ
た
。

ト
レ
ン
ト
の
教
令
を
キ
プ
ロ
ス
に
も
適
用
す
べ
く
邁
進
し
た
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
改
革
は
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
会
聖
職
者
の
反
発
を
招
く
こ
と
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と
な
っ
た
。
本
節
で
は
、
そ
の
二
例
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
一
五
六
七
年
、
こ
の
大
司
教
は
ニ
コ
シ
ア
で
教
区
教
会
会
議
を
開
催
し
た
。

招
集
さ
れ
た
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
ギ
リ
シ
ア
正
教
会
、
マ
ロ
ン
派
教
会
、
ア
ル
メ
ニ
ア
正
教
会
、
コ
プ
ト
正
教
会
、
シ
リ
ア
正
教
会
、
エ
チ

オ
ピ
ア
正
教
会
、
す
な
わ
ち
キ
プ
ロ
ス
に
存
在
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
あ
ら
ゆ
る
宗
派
の
聖
職
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
議
で
大
司
教
が
意
図
し
て

い
た
の
は
、
キ
プ
ロ
ス
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
宗
派
の
教
義
と
聖
職
者
の
あ
り
方
を
矯
正
す
る
こ
と
と
、
そ
の
た
め
に
巡
察
使
を
選
出
す
る
こ
と

で
あ
っ
た⑳
。

し
か
し
こ
れ
に
異
を
唱
え
た
の
は
、
ギ
リ
シ
ア
正
教
会
の
ソ
リ
ア
主
教
ネ
オ
フ
ィ
ト
ス
・
ロ
ガ
ラ
ス
で
あ
る
。
ド
ミ
ニ
コ
会
士
カ
レ
ピ
オ
は

『
キ
プ
ロ
ス
王
国
の
征
服
の
推
移
お
よ
び
そ
の
防
衛
に
つ
い
て
の
真
に
し
て
い
と
忠
実
な
る
叙
述
』
の
な
か
で
、
ロ
ガ
ラ
ス
に
か
ん
す
る
記
述

も
残
し
て
い
る
。
カ
レ
ピ
オ
は
、
ロ
ガ
ラ
ス
を
説
得
す
る
べ
く
彼
自
身
が
大
司
教
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
さ
い
に
、
こ
の
主
教
が
彼
に
た
い
し

て
展
開
し
た
主
張
を
伝
え
て
い
る
。
彼
が
、
正
教
徒
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
そ
の
教
義
へ
の
憎
悪
と
敵
意
ゆ
え
に
従
う
こ
と
を
拒
ん
だ
と
記
し

た
の
ち
、「
彼
ら
﹇
正
教
徒
﹈
は
ト
レ
ン
ト
公
会
議
も
そ
の
布
告
も
、（
中
略
）
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
会
議
も
決
し
て
受
け
入
れ
な
い
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る㉑
。
と
い
う
の
も
、
じ
っ
さ
い
の
と
こ
ろ
キ
プ
ロ
ス
で
は
、
先
述
の
と
お
り
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
会
議
に

先
立
つ
一
二
六
〇
年
に
、
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
教
会
合
同
的
体
制
が
成
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
記
述
か
ら
は
、
カ
レ

ピ
オ
が
、
す
で
に
教
会
合
同
的
体
制
が
成
立
し
て
い
る
キ
プ
ロ
ス
に
、
い
ま
だ
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
帰
一
を
認
め
な
い
正
教
徒
、
す
な
わ
ち
反
合

同
派
の
存
在
を
疑
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
引
用
部
分
で
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
会
議
で
宣
言
さ
れ
た
東
西
教
会
合
同
と
ト
レ
ン
ト
公
会
議
の
決
議
の
受
諾
が
同
列
に
扱

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
カ
レ
ピ
オ
が
、
教
会
合
同
の
も
と
に
あ
る
正
教
会
は
、
ト
レ
ン
ト
公
会
議
の
決
議
を
受
け
入
れ
て
し
か
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
が
主
教
ロ
ガ
ラ
ス
の
も
と
に
、
こ
の
決
議
を
受
け
入
れ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に

従
う
よ
う
に
説
得
す
る
た
め
派
遣
さ
れ
た
さ
い
、
ロ
ガ
ラ
ス
は
キ
プ
ロ
ス
の
宗
教
的
慣
習
を
盾
に
反
論
を
お
こ
な
っ
た
。
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わ
れ
わ
れ
正
教
徒
と
あ
な
た
が
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
の
あ
い
だ
に
は
境
界
が
あ
る
。（
中
略
）
私
に
は
正
教
徒
を
保
護
す
る
義
務
が
あ
り
、
あ
な
た
が
た
の

大
司
教
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
の
み
を
保
護
す
る
義
務
が
あ
る
。
第
八
・
九
回
公
会
議
は
あ
な
た
が
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
の
あ
い
だ
の
問
題
に
か
ん
し
て

お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
は
な
ん
の
関
係
も
な
い㉒
。

キ
プ
ロ
ス
で
は
『
勅
書
』
以
降
、
ロ
ー
カ
ル
な
教
会
合
同
的
体
制
が
存
続
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ト
レ
ン
ト
公
会
議
を
受
諾
し
な
い
こ
と
が

合
同
の
否
定
を
意
味
す
る
と
い
う
カ
レ
ピ
オ
の
主
張
は
、
ロ
ガ
ラ
ス
ら
か
ら
す
る
と
的
は
ず
れ
な
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
キ
プ
ロ
ス
で
は
、

ロ
ー
カ
ル
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
東
西
教
会
合
同
が
す
で
に
達
成
さ
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
島
の
正
教
徒
に
と
っ
て
ト
レ
ン
ト
公
会
議
な
ど
自
分
た

ち
に
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
こ
と
だ
と
い
え
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
「
第
八
・
九
回
公
会
議
」
と
さ
れ
て
い
る
の
が
具
体
的
に
ど
の

公
会
議
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。
正
教
会
の
な
か
に
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
会
議
を
第
八
回
公
会
議
と
数
え
る
教
会
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
第
八
回
公
会
議
も
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
会
議
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
九
回
公
会
議
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
先
に
引
用
し
た
部
分
（
第
三
章
註
㉑
参
照
）
に
お
い
て
、
カ
レ
ピ
オ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
会
議
と
ト
レ
ン
ト
公
会
議
を

同
列
に
語
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
さ
せ
る
か
た
ち
で
主
教
ロ
ガ
ラ
ス
の
発
言
と
さ
れ
る
記
述
を
挿
入
し
て
い
る
た
め
、
お
そ
ら
く
ト
レ
ン
ト

公
会
議
を
指
す
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

主
教
ロ
ガ
ラ
ス
の
こ
の
よ
う
な
反
論
に
た
い
し
、
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
は
真
っ
向
か
ら
反
論
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
主
教
が
大
司
教
の
意
向
に
従

わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、「
あ
な
た
が
た
﹇
正
教
徒
﹈
の
霊
的
な
上
位
の
権
威
に
反
抗
し
て
い
る
の
で
、
わ
れ
ら
人
間
の
み
な
ら
ず
、
尊
い
神

に
も
反
抗
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
」
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
っ
た㉓
。
両
者
の
あ
い
だ
の
溝
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
り
、
ロ
ガ
ラ
ス
は
モ
チ
ェ

ニ
ー
ゴ
に
よ
っ
て
教
皇
庁
の
法
廷
に
召
喚
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
こ
の
主
教
は
、
正
教
徒
は
正
教
会
の
な
か
で
裁
か
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
し
て
反
発
し
た㉔
。
結
局
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
キ
プ
ロ
ス
当
局
に
た
い
し
て
、
大
司
教
に
「
今
後
彼
ら
正
教
徒
の
う
ち
い
か
な
る
者
を
ロ
ー
マ

に
召
喚
す
る
の
も
控
え
る
よ
う
に
」
と
勧
告
す
る
よ
う
指
示
し
た
こ
と
も
あ
り
、
大
司
教
は
こ
の
勧
告
を
受
け
て
告
発
を
取
り
下
げ
た㉕
。
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い
っ
ぽ
う
、
こ
の
主
教
も
ま
っ
た
く
お
咎
め
な
し
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
大
司
教
に
よ
る
制
裁
が
延
期
さ
れ
た
の
ち
、
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
本
国
政
府
に
呼
び
出
さ
れ
、
一
五
六
八
年
二
月
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
へ
赴
い
た㉖
。
ド
ー
ジ
ェ
は
こ
の
主
教
に
た
い
し
、
大
司
教
へ
の
無
礼
な

ふ
る
ま
い
を
注
意
し
た
の
ち
、
二
〇
〇
ド
ゥ
カ
ー
ト
を
与
え
て
彼
を
キ
プ
ロ
ス
に
帰
ら
せ
た㉗
。
そ
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
ド
ー
ジ
ェ
と
元

老
院
の
前
で
み
ず
か
ら
の
行
動
の
意
図
を
説
明
さ
せ
る
た
め
、
大
司
教
を
も
呼
び
出
し
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
事
例
は
、
正
教
会
の
高
位
聖
職
者
イ
オ
ア
ニ
ス
・
フ
ラ
ン
ギ
ノ
ス
と
の
対
立
で
あ
る㉘
。
こ
と
の
発
端
は
、
こ
の
主
教
が
正
教

会
の
新
た
な
教
会
の
建
設
を
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
教
の
承
認
を
得
る
こ
と
な
し
に
み
ず
か
ら
認
め
た
こ
と
で
あ
る㉙
。
こ
れ
を
大
司
教
モ
チ
ェ

ニ
ー
ゴ
が
教
皇
特
使
の
権
威
を
借
り
て
非
難
し
た
た
め
、
彼
は
大
司
教
と
リ
マ
ソ
ル
主
教
イ
オ
ア
ニ
ス
へ
の
要
求
を
携
え
、
本
国
政
府
の
十
人

委
員
会
に
上
訴
し
た㉚
。
一
五
六
八
年
一
月
五
日
、
十
人
委
員
会
は
大
司
教
の
主
張
を
却
下
し
、
こ
の
案
件
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ギ
ノ
ス
に
一
任

す
る
こ
と
で
事
態
の
決
着
を
は
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
十
人
委
員
会
は
、
教
皇
庁
と
接
触
の
あ
る
人
物
が
キ
プ
ロ
ス
の
問
題
に
か
か
わ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
と
も
キ
プ
ロ
ス
当
局
に
伝
え
て
い
る㉛
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
意
図
は
、
あ
く
ま
で
正
教
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
現
状
維
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
信

仰
の
刷
新
と
聖
職
者
の
堕
落
の
排
除
を
目
指
し
た
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
改
革
の
姿
勢
に
は
賛
同
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
改
革
が
正
教
徒
の
反
発

を
招
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
正
教
徒
側
の
主
張
を
勘
案
し
て
そ
の
不
満
を
鎮
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
正
教
徒
の
不
満

が
反
乱
な
ど
に
発
展
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
キ
プ
ロ
ス
奪
取
を
も
く
ろ
む
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
た
い
し
て
、
つ
け
入
る
隙
を
与
え
る
も
同

然
だ
か
ら
で
あ
る32
。
こ
の
よ
う
な
一
見
矛
盾
す
る
方
針
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
採
用
し
た
の
は
、
教
皇
庁
と
の
友
好
関
係
の
構
築
過
程
に
あ
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
キ
プ
ロ
ス
が
東
地
中
海
の
航
路
上
の
拠
点
で
あ
り
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
た
い
す
る
防
波
堤
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
大
司
教
の
改
革
に
反
発
し
た
二
人
の
正
教
会
聖
職
者
の
事
例
か
ら
、
両
者
と
も
に
明
示
す
る
こ
と
は
な
い
が
、『
勅
書
』

で
定
め
ら
れ
た
正
教
会
の
管
轄
領
域
を
根
拠
と
し
て
、
そ
れ
を
な
お
維
持
し
よ
う
と
反
論
を
試
み
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
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て
、
正
教
会
に
た
い
す
る
大
司
教
の
改
革
の
波
及
は
、
一
二
六
〇
年
の
『
勅
書
』
以
降
に
お
い
て
、
キ
プ
ロ
ス
の
教
会
の
あ
り
方
や
信
仰
に
か

か
わ
る
こ
と
が
ら
が
問
題
に
さ
れ
た
初
め
て
の
局
面
を
も
た
ら
し
た
。『
勅
書
』
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
信
仰
の
領
域
を
侵
害
さ
れ
て
い
る

と
受
け
取
っ
た
正
教
会
聖
職
者
は
、『
勅
書
』
の
枠
組
み
を
盾
に
主
張
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

第
四
節

オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
ま
な
ざ
し

大
司
教
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
改
革
は
、
正
教
徒
を
も
そ
の
対
象
と
し
た
た
め
、
正
教
会
聖
職
者
の
反
発
を
引
き
起
こ
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
が
東
地
中
海
に
お
い
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
海
外
領
土
を
次
々
と
奪
取
し
て
い
く
な
か
で
、
そ
の
最
東
端
に
位
置
し
た
キ
プ
ロ
ス

へ
の
改
革
の
実
施
は
二
の
次
で
あ
る
と
み
な
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
大
司
教
の
改
革
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
で
島
内
の
秩
序
維
持
に
専
心

し
た
。
そ
の
結
果
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
制
度
的
枠
組
み
に
変
更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
つ
い
に

な
か
っ
た
。

と
は
い
え
、
ス
ク
フ
ァ
リ
の
よ
う
に
、
制
度
的
変
革
の
欠
如
か
ら
、
キ
プ
ロ
ス
へ
の
対
抗
宗
教
改
革
の
影
響
は
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
こ

と
は33
、
教
区
に
赴
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
に
よ
る
改
革
の
成
功
あ
る
い
は
失
敗
を
は
か
る
も
の
で
し
か
な
く
、
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
と
い
う
改

革
司
教
が
掲
げ
た
目
標
に
沿
う
か
た
ち
で
評
価
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
へ
の
過
渡

期
で
あ
る
キ
プ
ロ
ス
戦
争
期
に
お
け
る
正
教
徒
の
動
向
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
、
第
二
章
で
取
り

上
げ
た
ド
ミ
ニ
コ
会
士
カ
レ
ピ
オ
の
記
述
を
再
び
検
討
す
る
。
彼
の
著
作
は
、
キ
プ
ロ
ス
に
つ
い
て
の
個
別
的
な
記
述
で
構
成
さ
れ
る
が
、
そ

の
筆
致
は
東
方
教
会
一
般
に
た
い
す
る
敵
意
と
非
難
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
書
き
手
の
バ
イ
ア
ス
を
考
慮
し
つ
つ
、
彼
の
記
述
に

お
い
て
描
写
さ
れ
る
正
教
徒
の
主
体
的
な
行
動
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
は
、
正
教
徒
自
身
に
よ
る
史
料
が
残
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
て
は
意

味
の
あ
る
作
業
で
あ
る
と
考
え
る
。
カ
レ
ピ
オ
の
記
述
を
額
面
ど
お
り
に
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
レ
ト
リ
ッ
ク
と
そ
う
で
な
い
部

分
の
腑
分
け
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
以
下
、
彼
の
記
述
の
分
析
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ス
ル
タ
ン
、
ス
レ
イ
マ
ン
一
世
（
在
位
一
五
二
〇
〜
六
六
年
）
が
治
世
前
半
に
次
々
と
軍
事
遠
征
で
成
功
を
収
め
る
な
か
、

一
六
世
紀
中
葉
の
東
地
中
海
に
お
い
て
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
を
受
け
て
い
な
い
島
は
キ
プ
ロ
ス
、
ク
レ
タ
、
キ
オ
ス
の
み
と
な
っ
て
い
た34
。

キ
プ
ロ
ス
は
い
ま
や
、
周
囲
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
に
囲
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
五
六
六
年
に
即
位
し
た
セ
リ
ム
二
世
（
在
位
一
五
六
六
〜
七

四
）
は
、
王
子
時
代
か
ら
そ
の
計
画
を
公
言
し
て
い
た
キ
プ
ロ
ス
征
服
に
着
手
し
た35
。
一
五
七
〇
年
七
月
三
日
、
オ
ス
マ
ン
軍
は
キ
プ
ロ
ス
南

部
の
リ
マ
ソ
ル
に
上
陸
し
た36
。

ま
ず
カ
レ
ピ
オ
は
、
一
五
七
〇
年
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
軍
の
指
揮
官
で
あ
る
ブ
ラ
ガ
デ
ィ
ー
ノ
の
も
と
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ソ
コ
ル
ル
・
メ

フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
か
ら
の
使
者
が
到
着
し
た
さ
い
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
使
者
に
託
さ
れ
た
の
は
、
あ
る
二
人
の
キ
プ
ロ
ス
人
が
書
簡

を
携
え
て
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
の
も
と
へ
や
っ
て
来
た
と
い
う
出
来
事
を
、
ブ
ラ
ガ
デ
ィ
ー
ノ
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
書
簡
の
内
容

と
は
、「
小
作
農
の
階
層
に
属
す
る
多
く
の
農
民
が
、
ひ
ど
く
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
と
嘆
願
し
、
大
ト
ル
コ
に
よ
る
支
配
を
望
ん
で
い
る
」
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た37
。
そ
こ
で
ブ
ラ
ガ
デ
ィ
ー
ノ
は
、「
豪
華
な
贈
り
物
を
も
っ
て
、
そ
の
パ
シ
ャ
を
味
方
に
つ
け
、
パ
シ
ャ
は
そ
れ
ら
を
ス

ル
タ
ン
の
目
に
か
け
る
こ
と
な
く
、
彼
﹇
ブ
ラ
ガ
デ
ィ
ー
ノ
﹈
に
こ
の
二
人
の
伝
令
者
と
彼
ら
の
書
簡
を
送
り
返
し
た
」
た
め
、
こ
と
な
き
を

え
た38
。

カ
レ
ピ
オ
に
よ
れ
ば
、
一
五
七
〇
年
八
月
下
旬
、
彼
自
身
が
聖
母
マ
リ
ア
へ
の
献
堂
を
神
に
誓
約
し
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
目
的
は
、
オ
ス

マ
ン
帝
国
の
脅
威
に
立
ち
向
か
う
た
め
で
あ
り
、
聖
母
の
慈
悲
に
よ
っ
て
島
の
平
和
が
守
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
つ
づ
け
て
、
カ
レ

ピ
オ
は
正
教
徒
へ
の
不
満
を
吐
露
す
る
。
い
わ
く
、
誓
約
の
実
現
に
向
け
て
彼
が
み
ず
か
ら
赴
い
て
資
金
集
め
を
実
行
し
た
も
の
の
、
そ
の
教

会
堂
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
帰
属
す
る
こ
と
に
難
色
を
示
し
た
正
教
徒
た
ち
は
、
経
済
的
援
助
に
消
極
的
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る39
。
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
建
立
資
金
を
正
教
徒
が
負
担
す
る
べ
し
と
カ
レ
ピ
オ
が
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
不
自
然
に
思
わ
れ
る
。
地
中
海
世
界
に
お

い
て
は
、
し
ば
し
ば
異
教
徒
か
ら
の
守
護
者
と
し
て
の
聖
母
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
か
ら
崇
敬
を
集
め
る
こ
と
が
あ
る
が40
、
カ
レ
ピ
オ
に
よ
る
資
金

集
め
は
、
そ
の
よ
う
な
慣
習
を
利
用
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
正
教
徒
を
従
わ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
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先
述
の
と
お
り
、
彼
は
正
教
徒
一
般
に
た
い
す
る
敵
意
を
有
し
て
お
り
、
大
司
教
の
代
理
を
務
め
て
い
た
た
め
（
第
三
章
第
三
節
参
照
）、
こ
の

行
動
も
対
抗
宗
教
改
革
の
余
波
と
し
て
、
こ
じ
れ
た
両
宗
派
間
の
関
係
性
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
記
述

か
ら
は
正
教
徒
と
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
の
関
係
性
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
正
教
徒
は
資
金
提
供
を
拒
否
す
る
と
い
う
明

確
な
意
思
表
示
を
お
こ
な
い
え
た
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
側
は
正
教
徒
に
た
い
し
て
資
金
の
負
担
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
カ
レ
ピ
オ
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
征
服
の
の
ち
、
フ
ァ
マ
グ
ス
タ
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
教
座
聖
堂
が
モ
ス
ク
に
変
え
ら
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
述
べ
、
こ
れ
を
正
教
徒
へ
の
神
罰
で
あ
る
と
評
し
て
い
る41
。
正
教
徒
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
敵
意
を
有
し
て
い
る
と
い
う
彼
の
認
識

と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
モ
ス
ク
へ
の
転
用
は
正
教
徒
に
た
い
す
る
罰
で
あ
る
と
い
う
彼
の
説
明
は
、
一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
正
教
徒
は
至
高
の
信
仰
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
に
帰
一
す
べ
き
と
考
え
て
い
た
カ
レ
ピ
オ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
喪
失
が
正
教
徒
に

と
っ
て
正
し
い
信
仰
へ
の
導
き
手
を
失
う
の
と
同
義
で
あ
り
、
重
大
な
損
害
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
正
教
徒
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
へ
の
敵
意
に
つ
い
て
述
べ
る
な
か
で
、
彼
は
正
教
徒
が
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
に
従

属
す
る
こ
と
を
好
ん
で
い
る
」
と
も
記
し
た42
。
こ
こ
で
は
正
教
徒
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
に
た
い
す
る
否
定
的
感
情
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
じ
っ
さ
い
に
は
、
従
来
の
宗
教
的
慣
習
を
変
革
し
よ
う
と
し
た
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
よ
う
な
人
物
へ
の
反
発
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
正
教
徒

が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
一
般
に
た
い
し
て
敵
意
を
有
し
て
い
た
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
一
二
世
紀
末
以
降
は
両
宗
派
の
並
存
が
常

態
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
期
に
は
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
到
来
ま
で
ほ
と
ん
ど
対
立
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ヴ
ェ

ル
で
は
敵
対
感
情
が
表
面
化
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
キ
プ
ロ
ス
正
教
会
と
大
陸
の
正
教
会
と
の
関
係
が

希
薄
に
な
っ
て
い
た
な
か
で
、
こ
こ
に
き
て
正
教
徒
が
ふ
た
た
び
大
陸
の
正
教
会
の
ほ
う
を
向
き
は
じ
め
た
と
い
う
記
述
は
興
味
深
い
。
著
作

の
な
か
で
正
教
徒
を
「
異
端
」
や
「
分
離
派
」
と
何
度
も
呼
ん
で
い
る
よ
う
に
、
カ
レ
ピ
オ
に
と
っ
て
、
真
正
な
る
信
仰
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
み

で
あ
り
、
正
教
徒
は
正
教
を
信
仰
し
て
い
る
時
点
で
異
端
で
あ
る
。
教
会
合
同
的
体
制
の
も
と
に
あ
る
キ
プ
ロ
ス
正
教
会
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を

離
れ
大
陸
の
正
教
会
へ
と
接
近
す
る
こ
と
は
、
真
の
信
仰
と
の
決
定
的
な
離
別
を
意
味
し
、
カ
レ
ピ
オ
に
と
っ
て
は
格
好
の
批
判
材
料
と
な
り
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え
た
。

さ
ら
に
こ
の
記
述
は
、
キ
プ
ロ
ス
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
次
な
る
征
服
地
に
な
ろ
う
と
い
う
と
き
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
が
と
っ
た
主
体
的
行

動
の
内
容
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
も
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
当
時
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
軍
事
遠
征
に
つ
い
て
の
情
報
は
キ
プ
ロ
ス
を
含
む

キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
広
く
流
布
し
て
お
り
、
島
民
の
な
か
に
は
た
び
た
び
キ
プ
ロ
ス
と
対
岸
地
域
と
を
往
来
す
る
者
も
存
在
し
た
た
め
、
キ
プ

ロ
ス
の
正
教
徒
は
当
時
の
東
地
中
海
情
勢
に
か
ん
す
る
情
報
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る43
。
さ
ら
に
カ
レ
ピ
オ
は
、
正
教
徒
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ

ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
と
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
総
主
教
の
も
と
へ
赴
い
た
と
き
、
両
者
が
そ
の
正
教
徒
ら
を
忌
み
嫌
っ
た
と
も
記
し
て
い
る
。
な
が
ら

く
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
権
威
を
承
認
し
て
い
た
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
会
の
あ
り
方
は
、
正
教
会
に
お
け
る
上
位
の
権
威
に
と
っ
て
も
受

け
入
れ
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
非
難
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る44
。
同
様
の
現
象
と
し
て
、
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
朝
の
一
五
世
紀
初
頭
に
、
カ
ト
リ
ッ

ク
へ
の
従
属
宣
誓
を
不
服
と
す
る
正
教
会
の
三
人
の
主
教
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
に
従
属
を
求
め
た
が
、
キ
プ
ロ
ス
正
教
会

が
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
権
威
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
拒
絶
さ
れ
た
事
例
が
確
認
さ
れ
る45
。
そ
も
そ
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

と
異
な
り
、
正
教
会
は
超
国
家
的
組
織
や
強
力
な
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
有
さ
な
い
た
め
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
の
申
し
出
が
大
陸
の
総
主
教
ら
に

拒
絶
さ
れ
た
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
へ
の
従
属
を
希
望

せ
ず
と
も
、
キ
プ
ロ
ス
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
併
合
さ
れ
れ
ば
、
現
地
の
正
教
会
も
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
の
正
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
取
り
込
ま
れ

る
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ
う
る46
。
し
た
が
っ
て
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
下
に
あ
る
正
教
会
の
上
位
権
力
へ
の
従
属
を

求
め
た
の
は
、
大
陸
の
正
教
会
が
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
会
に
手
を
差
し
伸
べ
た
結
果
で
は
な
く
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
の
意
向
の
反
映
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
づ
く
部
分
で
、
カ
レ
ピ
オ
は
さ
ら
に
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
の
動
き
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
正
教
徒
は
、
大
ト
ル
コ
が
キ
プ
ロ
ス
王
国
全
体
を
手
に
入
れ
る
や
い
な
や
、
そ
の
邪
悪
な
る
手
足
に
し
て
ト
ル
コ
帝
国
の
宰
相
で
あ
る
メ
フ
メ
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ト
・
パ
シ
ャ
の
も
と
に
た
だ
ち
に
駆
け
寄
り
、
キ
プ
ロ
ス
の
主
教
区
が
﹇
空
位
を
生
じ
る
こ
と
な
く
主
教
に
よ
っ
て
﹈
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
と
、
ま
る
で

こ
の
メ
フ
メ
ト
が
キ
リ
ス
ト
の
代
理
者
﹇
教
皇
﹈
で
あ
る
か
の
よ
う
に
懇
願
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
教
会
の
承
認
あ
る
い
は
む
し
ろ
聖
別
を
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
に
求
め
た
。
こ
の
と
き
初
期
の
公
会
議
で
非
難
さ
れ
た
古
い
異
端
の
分
派
で
あ
る
シ
リ
ア
﹇
正
教
会
﹈
の
修
道
士
が
来
て
、
メ
フ

メ
ト
・
パ
シ
ャ
に
三
〇
〇
〇
の
貴
金
属
を
提
供
し
、
そ
の
た
め
に
彼
は
前
述
の
パ
シ
ャ
か
ら
キ
プ
ロ
ス
の
大
主
教
位
を
得
た
。
そ
し
て
こ
の
島
に
は
ま
だ

そ
の
輝
か
し
き
大
司
教
﹇
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
﹈
が
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
任
命
を
受
け
叙
階
さ
れ
、
オ
ス
マ
ン
宮

廷
に
よ
っ
て
彼
に
割
り
当
て
ら
れ
た
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
と
と
も
に
キ
プ
ロ
ス
に
や
っ
て
き
た47
。

カ
レ
ピ
オ
は
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
会
の
聖
職
者
は
大
司
教
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
に
よ
っ
て
叙
階
さ
れ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
正
教
会
の
聖
職
叙
任
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
正
確
な
知
識
を
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
朝
期
に
廃
止
さ
れ
た
大
主

教
位
の
復
活
と
と
も
に
、
正
教
徒
が
正
教
会
の
新
た
な
聖
職
者
の
叙
階
を
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
に
、
承
認
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
の

宰
相
に
求
め
た
と
い
う
記
述
に
か
ん
し
て
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
期
の
初
代
大
主
教
の
任
命
過
程
を
他
の
史
料
か
ら
再
構
成
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
た
め
、
じ
っ
さ
い
に
そ
の
よ
う
な
嘆
願
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
す
べ
は
な
い
。
し
か
し
、
正
教
徒
の
目
が
す
で
に
、
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
や
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
関
係
が
希
薄
で
あ
っ
た
大
陸
の
正
教
会
と
の
結
び
つ
き
の
強
化
、
お
よ
び
そ
の
組

織
へ
の
教
会
制
度
上
の
従
属
に
向
い
て
い
た
可
能
性
は
認
め
ら
れ
う
る
。

正
教
徒
の
行
動
に
触
れ
た
こ
の
部
分
に
は
、
さ
ら
に
つ
づ
き
が
あ
る
。
こ
の
シ
リ
ア
正
教
会
修
道
士
が
大
主
教
に
任
命
さ
れ
て
終
わ
り
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

彼
﹇
シ
リ
ア
正
教
会
修
道
士
﹈
が
異
邦
人
で
あ
り
、
キ
プ
ロ
ス
人
に
と
っ
て
外
来
者
で
あ
り
、
異
な
る
民
族
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ア
語
と
そ
の
文
字
を
解
さ

な
か
っ
た
た
め
、
人
々
は
自
身
の
と
り
な
し
の
祈
り
を
求
め
て
い
る
あ
る
キ
プ
ロ
ス
人
修
道
士
に
関
心
を
向
け
た
。
彼
を
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
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メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
の
も
と
に
送
る
と
、
メ
フ
メ
ト
は
以
前
の
任
命
者
を
取
り
下
げ
、
彼
ら
﹇
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒
﹈
が
新
た
に
送
っ
て
き
た
そ
の
聖
職
者

を
承
認
し
た48
。

こ
の
引
用
部
分
に
お
い
て
は
、
宗
教
や
宗
派
の
区
別
で
は
な
い
新
た
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
カ
レ
ピ
オ

が
つ
ね
に
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
正
教
と
い
う
宗
派
の
差
異
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
異

邦
人
」・「
外
来
者
」・「
異
民
族
」・「
ギ
リ
シ
ア
語
と
そ
の
文
字
を
解
さ
な
」
い
人
々
と
「
キ
プ
ロ
ス
人
」
の
対
比
で
あ
り
、
こ
れ
は
レ
ト
リ
ッ

ク
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
実
態
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
し
て
想
定
で
き
る
。
シ
リ
ア
正
教
会
は
、
非
カ
ル
ケ
ド
ン
派
で
あ
り
、
シ
リ
ア
語
を

伝
統
的
な
典
礼
言
語
と
す
る
、
ギ
リ
シ
ア
正
教
会
と
性
質
を
異
に
す
る
集
団
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
正
教
徒
は
大
主
教
の
人
選
に
つ
い
て
、
外
来

者
の
シ
リ
ア
人
で
は
な
く
、
キ
プ
ロ
ス
に
暮
ら
し
正
教
徒
住
民
の
日
常
的
な
信
仰
生
活
に
寄
り
添
っ
て
き
た
ギ
リ
シ
ア
正
教
会
修
道
士
を
、
自

分
た
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
宗
教
指
導
者
と
し
て
迎
え
る
こ
と
を
強
く
望
ん
だ
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

本
節
で
検
討
し
た
カ
レ
ピ
オ
の
記
述
か
ら
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
勢
力
が
眼
前
に
迫
る
な
か
で
、
す
で
に
オ
ス
マ
ン

帝
国
支
配
下
の
正
教
徒
と
し
て
、
み
ず
か
ら
の
立
場
を
確
立
す
る
た
め
の
準
備
を
始
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
が
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
か
わ
っ
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ほ
う
を
向
き
始
め
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
ズ
ィ
ン
ミ
ー
制
お
よ
び
ミ
ッ
レ
ト
制
の
も

と
、
税
を
支
払
う
か
ぎ
り
に
お
い
て
正
教
徒
に
信
仰
の
自
由
と
一
定
の
自
治
と
が
保
証
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
可
能
性
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら

れ
う
る49
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
期
に
も
正
教
徒
に
保
証
さ
れ
て
い
た
条
件
つ
き
の
信
仰
の
自
由
を
脅
か
し
た
の
が
、
大
司
教
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の

改
革
で
あ
っ
た
。
従
来
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
に
と
っ
て
、
正
教
徒
の
信
仰
と
教
会
制
度
上
の
自
律
性
を
守
っ
て
く
れ
た
の
は
『
勅
書
』
に
も
と

づ
く
教
会
合
同
的
体
制
で
あ
っ
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
体
制
自
体
が
、
正
教
会
に
た
い
す
る
ト
レ
ン
ト
教
令
の
適
用
を
招
来
し
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
領
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
へ
と
移
行
し
た
こ
と
は
、
正
教
徒
に
と
っ
て
、
教
会
合
同
を
解
消
し
、
正
教
会
の
教
会
ヒ

エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
な
か
に
み
ず
か
ら
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
意
味
も
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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さ
ら
に
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
が
、
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
朝
期
に
廃
止
さ
れ
た
大
主
教
位
が
復
活
し
た
さ
い
に
大
主
教
位
を
得
る
の
は
地
元
出
身

者
で
あ
る
べ
し
と
の
意
思
表
示
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
信
仰
の
あ
り
方
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
重
視
さ
れ
た
が
ゆ

え
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
地
の
意
向
は
、
統
治
に
利
用
可
能
な
も
の
で
も
あ
っ
た
た
め
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
期
の
キ
プ
ロ

ス
正
教
会
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
と
の
関
係
を
有
し
つ
つ
も
、
制
度
上
は
独
立
正
教
会
の
地
位
を
維
持
し
え
た
の
で
あ
っ
た50
。

①

Bonora
(2007),p.7.

②

Ｈ
．
テ
ュ
ヒ
レ
、
Ｊ
．
ル
・
ブ
ラ
ン
、
Ｃ
．
ブ
ー
マ
ン
（
一
九
九
七
）『
信
仰

分
裂
の
時
代
』
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
書
編
訳
・
監
修
、
平
凡
社
、
二
八
八
、

三
〇
二
頁
;M
ullett
(1999),pp.45-46;プ
ロ
ス
ペ
リ
（
二
〇
一
七
）、
九
五
〜

九
七
頁
。

③

フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
E.
Bonora
(2011),

‘M
ocenigo,
Filippo’,
D
izionario
Biografico
degli
Italiani
75,
pp.

131-134を
参
照
。

④

Skoufari
(2012),p.210.

⑤

Bonora
(2007),pp.26-27,95;Skoufari
(2012),p.211.

⑥

Skoufari
(2012),pp.211,214.

⑦

Bonora
(2007),pp.95-96.

⑧

Skoufari
(2012),p.214.

⑨

Biblioteca
del
M
useo
Civico
Correr（
以
下
BM
CC
と
略
記
）,Codice

Cicogna
1089,c.102v,in
Skoufari
(2012),p.213.

⑩

サ
グ
レ
ド
家
は
、
と
く
に
海
外
領
土
の
官
職
保
有
に
専
念
し
た
家
門
で
あ
っ
た
。

O
’Connell(2009),pp.51-54.ベ
ル
ナ
ル
ド
・
サ
グ
レ
ド
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、

G.
Gullino
(2017),‘Sagredo,
Bernardo’,
D
izionario
Biografico
degli

Italiani
89,pp.599-601を
参
照
。
キ
プ
ロ
ス
総
督
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
第

一
節
を
参
照
。

⑪

D
e
M
as
Latrie
(ed.)(1852-5),D
ocum
ents,III,pp.542-543.

⑫

D
e
M
as
Latrie
(ed.)(1852-5),D
ocum
ents,III,p.542.

⑬

D
e
M
as
Latrie
(ed.)(1852-5),D
ocum
ents,III,p.543.

⑭

D
e
M
as
Latrie
(ed.)(1852-5),D
ocum
ents,III,p.542.

⑮

Skoufari
(2012),pp.217-218.

⑯

Skoufari
(2012),p.225.

⑰

Skoufari
(2012),pp.218-220.

⑱

Skoufari
(2012),pp.220-221.

⑲

カ
ン
ブ
レ
ー
同
盟
戦
争
か
ら
一
五
八
二
年
頃
ま
で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
中
枢
で

優
勢
で
あ
っ
た
の
は
、
ロ
ー
マ
派
の
人
々
で
あ
っ
た
。
教
皇
と
の
関
係
を
め
ぐ
る

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
支
配
層
内
で
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
松
本
香
（
一
九
八
六
）

「
パ
オ
ロ
・
サ
ル
ピ
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
聖
務
禁
止
令
紛
争
」『
イ
タ
リ
ア
学
会
誌
』

三
五
、
九
八
〜
一
一
七
頁
、
お
よ
び
藤
内
哲
也
（
二
〇
〇
五
）『
近
世
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
の
権
力
と
社
会

「
平
穏
な
る
共
和
国
」
の
虚
像
と
実
像

』
昭
和
堂
、

八
二
〜
八
三
頁
を
参
照
。

⑳

Skoufari
(2012),pp.222-223.

㉑

Calepio
(1573),N
arratione,107v-108r.

㉒

Calepio
(1573),N
arratione,107v-108r.

㉓

A
rchivio
di
Stato
di
V
enezia（
以
下
A
SV
と
略
記
）,
Capi
del

Consiglio
deiD
ieci,Lettere
direttorie
dialtre
cariche,Cipro,busta

290,nn.230-33,in
Skoufari
(2012),pp.223-224.

㉔

Bonora
(2007),p.105;Skoufari
(2012),p.224.
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㉕

A
SV
,
Consiglio
dei
D
ieci,
Patri
Secrete,
reg.
8,
ff.
107r-v,
in

Skoufari
(2012),p.226.

㉖

Skoufari
(2012),p.224.

㉗

Calepio
(1573),N
arratione,107v-108r;Skoufari
(2012),p.225.

㉘

彼
の
父
は
、
以
前
に
リ
マ
ソ
ル
主
教
を
務
め
て
い
た
ス
テ
フ
ァ
ノ
ス
・
フ
ラ
ン

ギ
ノ
ス
（
在
位
一
五
四
八
〜
六
六
年
）
で
あ
る
。
Skoufari
(2011),p.106.

㉙

Skoufari
(2012),p.221.

㉚

Skoufari
(2012),pp.221-222.こ
の
主
教
が
大
司
教
と
と
も
に
リ
マ
ソ
ル
主

教
を
訴
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
司
教
の
改
革
に
協
力
し
た
正
教
会
聖
職
者
が
い

た
可
能
性
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

㉛

A
SV
,Consiglio
deiD
ieci,PartiSecrete,filza
13,in
Skoufari(2012),

p.222.

32

Skoufari
(2012),pp.222,229.

33

Skoufari
(2012),p.229.

34

Fleet
(2012),pp.165-167.

35

セ
リ
ム
は
、
キ
プ
ロ
ス
が
か
つ
て
ア
ラ
ブ
と
マ
ム
ル
ー
ク
朝
に
よ
っ
て
領
有
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
根
拠
に
、
こ
の
島
の
支
配
権
を
主
張
し
た
。
H
ill
(1948),pp.

879,882-883.ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
キ
プ
ロ
ス
支
配
を
維
持
す
る
た
め
に
、
そ
の

支
配
当
初
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
毎
年
貢
納
を
支
払
っ
て
い
た
。

36

キ
プ
ロ
ス
戦
争
の
経
過
の
詳
細
に
つ
い
て
は
H
ill(1948),pp.878-1040を
参

照
。

37

Calepio
(1573),N
arratione,93v.

38

Calepio
(1573),N
arratione,93v.重
い
税
負
担
と
労
役
に
疲
弊
し
た
キ
プ
ロ

ス
の
農
民
が
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
臣
民
に
助
け
を
求
め
た
事
例
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

支
配
期
に
お
い
て
ほ
か
に
も
確
認
さ
れ
る
。
N
.L.H
uen,‘Peregrinatio’,tr.

by
Cobham
,in
Cobham
(ed.)(1908),E
xcerpta
Cypria,p.52.

39

Calepio
(1573),N
arratione,103r.

40

A
.
G.
Rem
ensnyder
(2018),‘M
ary,
Star
of
the
M
ulti-Confessional

M
editerranean:Ships,Shrines
and
Sailors’,in
N
.Jaspart
et
al.(eds.),

E
in
M
eer
und
Seine
H
eiligen:
H
agiographie
im
m
ittelalterlichen

M
editerraneum
,
Leiden/
Boston,pp.323-324.

41

Calepio
(1573),N
arratione,123r-v.こ
の
教
会
は
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会
で
あ
り
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
征
服
後
に
は
モ
ス
ク
に
転
用
さ
れ
た
。

42

Calepio
(1573),N
arratione,123r.

43

H
ill
(1948),
p.829;
B.
A
rbel
(1995),‘V
enetian
Cyprus
and
the

M
uslim
Levant,1473-1570’,
in
N
.
Coureas
and
J.
R.
Sm
ith
(eds.),

Cyprus
and
the
Crusades,N
icosia,pp.166-174
(reprinted
in
B.A
rbel

(2000),Cyprus,the
Franks
and
V
enice,13-16th
centuries,A
ldershot).

44

Calepio
(1573),N
arratione,123r-v.

45

Schabel
(2006),p.199.

46

オ
ス
マ
ン
帝
国
は
、
正
教
会
を
宗
教
組
織
で
あ
る
と
同
時
に
ギ
リ
シ
ア
人
の
世

俗
組
織
と
み
な
し
、
教
会
組
織
を
世
俗
の
行
政
組
織
と
し
て
統
治
に
利
用
し
た
。

パ
パ
デ
メ
ト
リ
ウ
は
、
正
教
会
聖
職
者
の
徴
税
請
負
人
と
し
て
の
性
格
を
強
調
し

て
い
る
。
T
.Papadem
etriou
(2015),R
ender
unto
the
Sultan:
Pow
er,

A
uthority,
and
the
G
reek
O
rthodox
Church
in
the
E
arly
O
ttom
an

Centuries,
pp.66-67,101-03.Ｔ
．
ウ
ェ
ア
（
二
〇
一
七
）『
正
教
会
入
門

東
方
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
・
信
仰
・
礼
拝

』
松
島
雄
一
訳
、
新
教
出
版

社
、
一
〇
九
頁
。

47

Calepio
(1573),N
arratione,123r-v.

48

Calepio
(1573),N
arratione,123r-v.

49

R.
Jennings
(1993),
Christians
and
M
uslim
s
in
O
ttom
an
Cyprus

and
the
M
editerranean
W
orld,
1571-1640,N
ew
Y
ork/
London,p.

132;堀
井
優
（
一
九
九
四
）「
一
六
世
紀
前
半
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア

ア
フ
ド
ナ
ー
メ
分
析
を
通
し
て

」『
史
学
雑
誌
』
一
〇
三
-
一
、
四
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二
〜
四
五
頁
。

50

M
.
N
.
M
ichael
(2009),
‘A
n
O
rthodox
Institution
of
O
ttom
an

Political
A
uthority:T
he
Church
of
Cyprus’,in
M
.N
.M
ichael
et
al.

(eds.),
O
ttom
an
Cyprus:
A
Collection
of
Studies
on
H
istory
and

Culture,W
iesbaden,p.210.

お

わ

り

に

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
到
来
し
た
大
司
教
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
改
革
は
、
正
教
会
聖
職
者
に
『
勅
書
』
以
来
の
秩
序
が
破
壊
さ
れ
る
危
惧
を
抱
か

せ
、
反
発
を
生
ん
だ
。
し
か
し
、
正
教
徒
の
住
民
感
情
を
考
慮
し
て
そ
の
改
革
が
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
を
良
し
と
し
な
か
っ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

戦
略
が
あ
っ
て
か
、
改
革
に
起
因
す
る
正
教
徒
住
民
の
暴
動
が
起
こ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
朝
期
以
来
の
宗
派
共
存
体
制
が
存

続
す
る
キ
プ
ロ
ス
を
支
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
正
教
徒
が
住
民
の
大
多
数
を
占
め
る
現
地
社
会
の
構
造
に
鑑
み
て
、
領
土

維
持
の
観
点
か
ら
、
大
司
教
の
改
革
を
無
条
件
に
支
援
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
っ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
領
キ
プ
ロ
ス

の
事
例
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
地
社
会
の
性
格
ゆ
え
に
、
統
治
者
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
、
宗
教
的
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
教
皇
庁
お
よ
び
大
司

教
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
が
、
改
革
の
歩
み
を
共
に
し
な
か
っ
た
た
め
、
宗
派
化
論
の
枠
組
み
で
捉
え
る
こ
と
に
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
。

い
ま
一
度
先
行
研
究
に
立
ち
返
る
な
ら
ば
、
ヴ
ィ
ッ
ジ
ャ
ー
ノ
、
ア
ル
ベ
ル
、
お
よ
び
ス
ク
フ
ァ
リ
は
、
キ
プ
ロ
ス
を
含
む
海
外
領
土
に
お

け
る
対
抗
宗
教
改
革
を
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
宗
教
政
策
に
主
眼
を
お
い
て
考
察
し
、
改
革
の
対
象
と
さ
れ
た
現
地
の
正
教
徒
が
支
配
体
制
の
な

か
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
検
討
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
克
服
す
る
た
め
、

本
稿
で
は
、
対
抗
宗
教
改
革
の
展
開
が
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
会
に
い
か
な
る
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

大
司
教
の
改
革
は
、
キ
プ
ロ
ス
正
教
会
に
と
っ
て
み
れ
ば
『
勅
書
』
以
来
の
制
度
的
枠
組
み
、
す
な
わ
ち
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
権
威
を
承

認
さ
え
す
れ
ば
正
教
会
の
典
礼
や
慣
習
を
維
持
で
き
る
と
い
う
、
正
教
会
の
信
仰
の
領
域
を
打
ち
崩
す
可
能
性
を
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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『
勅
書
』
体
制
の
成
立
以
来
、
は
じ
め
て
脅
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
信
仰
の
秩
序
に
た
い
す
る
正
教
徒
の
意
識
は
、
キ
プ
ロ
ス
戦
争
期
に

お
け
る
正
教
徒
の
行
動
に
影
響
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
キ
プ
ロ
ス
も
つ
い
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
領
域
に
併
合
さ
れ
る
現
実
が
目
前
に
迫

る
な
か
、
彼
ら
は
正
教
会
の
聖
職
者
の
承
認
を
オ
ス
マ
ン
支
配
下
の
正
教
会
に
求
め
た
。
実
質
の
教
会
合
同
を
解
消
し
、
キ
プ
ロ
ス
の
新
た
な

支
配
者
か
ら
正
教
会
へ
の
承
認
を
受
け
、
オ
ス
マ
ン
支
配
下
の
正
教
会
と
新
た
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
は
、
大
主
教
位
に
就
く
の
は
正
教
徒
の
信
仰
生
活
に
寄
り
添
っ
て
き
た
地
元
出
身
者
で
あ

る
べ
き
と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
彼
ら
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
下
の
正
教
会
と
関
係
を
結
び
な
お
す
さ
い
に
も
っ
と
も
重
要
視
し
た
の
は
、

ロ
ー
カ
ル
な
信
仰
の
あ
り
方
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
期
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
ほ
ぼ
一
世
紀
が
経
た
ん
と
す
る
と
き
、
今
度
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
支
配
者
と
し
て
取
っ
て
か
わ

ろ
う
と
い
う
状
況
下
で
の
キ
プ
ロ
ス
の
正
教
徒
の
行
動
に
鑑
み
れ
ば
、
先
行
研
究
で
は
目
立
っ
た
影
響
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
キ
プ
ロ
ス

に
お
け
る
対
抗
宗
教
改
革
は
、
従
来
と
は
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
。
す
な
わ
ち
、
対
抗
宗
教
改
革
、
お
よ
び
東
地
中
海
世
界
に
お
け
る
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
交
代
と
い
う
二
つ
の
局
面
が
交
錯
す
る
な
か
で
、
キ
プ
ロ
ス
に
お
け
る
対
抗
宗
教
改
革
は
、

現
地
の
正
教
会
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
オ
ス
マ
ン
支
配
下
の
正
教
会
へ
と
転
向
す
る
こ
と
を
後
押
し
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

大
司
教
モ
チ
ェ
ニ
ー
ゴ
の
改
革
は
、
正
教
徒
に
ロ
ー
カ
ル
な
信
仰
の
あ
り
方
を
維
持
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

た
。「
対
抗
」
を
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
い
う
二
項
対
立
で
描
け
な
い
境
界
域
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
正
教
会
に
た
い
し
て

か
け
た
改
革
の
圧
力
は
、
正
教
徒
か
ら
押
し
返
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
第
三
の
勢
力
、
す
な
わ
ち
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
と
逃
げ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。
正
教
徒
の
位
置
づ
け
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
勢
力
圏
争
い
、
お
よ
び
対
抗
宗
教
改
革
の
両
方
と
連
動
し
て
お
り
、
ま

た
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
正
教
徒
を
対
象
に
し
た
改
革
を
め
ぐ
っ
て
、
信
仰
を
同
じ
く
す
る
者
の
あ
い
だ
で
立
場
の
違
い
が
生
じ
た
の
で
あ

る
。
本
稿
は
、
キ
プ
ロ
ス
の
事
例
を
つ
う
じ
て
、
東
地
中
海
世
界
に
お
け
る
対
抗
宗
教
改
革
を
考
え
る
う
え
で
踏
ま
え
る
べ
き
事
象
を
明
ら
か

に
し
た
。
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正
教
徒
へ
の
対
抗
宗
教
改
革
の
波
及
を
め
ぐ
っ
て
働
い
て
い
た
複
雑
な
力
学
は
、
東
地
中
海
に
お
い
て
、
正
教
徒
が
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
・
宗

教
的
境
界
を
体
現
し
、
対
抗
宗
教
改
革
が
彼
ら
の
法
的
地
位
を
変
化
さ
せ
た
、
と
す
る
グ
リ
ー
ン
の
指
摘
と
関
連
す
る①
。
彼
女
の
研
究
は
、
そ

の
よ
う
な
変
化
が
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
実
際
に
い
か
に
展
開
し
た
か
に
つ
い
て
の
視
覚
を
欠
い
て
い
る
が
、
本
稿
の
考
察
結
果
は
、
ま
さ

に
正
教
徒
の
位
置
づ
け
が
政
治
的
・
宗
教
的
変
動
と
ど
の
よ
う
に
連
動
し
て
い
た
の
か
を
、
ロ
ー
カ
ル
な
視
座
か
ら
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

る
。
キ
プ
ロ
ス
に
お
け
る
正
教
徒
の
処
遇
と
い
う
問
題
は
、
東
地
中
海
世
界
が
共
有
す
る
歴
史
的
経
験
を
映
し
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
期
の
キ
プ
ロ
ス
正
教
会
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
オ
ス
マ
ン
帝
国

支
配
下
の
キ
プ
ロ
ス
正
教
会
で
は
大
主
教
位
が
復
活
し
、
そ
の
地
位
は
ス
ル
タ
ン
の
勅
許
状
（
ベ
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。
第
三
章

第
四
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
キ
プ
ロ
ス
正
教
会
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
と
の
関
係
を
回
復
し
な
が
ら
も
、
制
度
上
は
独
立
正

教
会
で
あ
り
つ
づ
け
た②
。
正
教
徒
は
、
ズ
ィ
ン
ミ
ー
の
な
か
で
も
っ
と
も
高
い
地
位
を
与
え
ら
れ
、
徴
税
を
請
け
負
う
な
ど
、
オ
ス
マ
ン
帝
国

の
統
治
機
構
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た③
。
そ
の
い
っ
ぽ
う
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
廃
止
さ
れ
、
教
会
は
モ
ス
ク
に
転
用

さ
れ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
の
多
く
は
島
外
へ
脱
出
し
た
が
、
な
お
キ
プ
ロ
ス
に
残
留
し
た
者
は
正
教
も
し
く
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
と

さ
れ
る④
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
教
皇
庁
と
の
関
係
の
な
か
に
、
キ
プ
ロ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
領
土
の
正
教
徒
を
め
ぐ
る
問

題
が
い
か
に
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
近
世
地
中
海
世
界
に
お
け
る
正
教
徒
は
、

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
臣
民
」
や
「
オ
ス
マ
ン
臣
民
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
断
さ
れ
、
そ
の
実
態
や
彼
ら
の
地
位
に
つ
い
て
は
曖
昧
な
部
分
が

い
ま
だ
多
く
残
る
。
正
教
徒
を
め
ぐ
る
問
題
が
い
か
に
議
論
さ
れ
、
彼
ら
の
地
位
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
を
跡
づ
け
る
こ
と
で
、

中
近
世
東
地
中
海
世
界
に
お
け
る
宗
教
文
化
圏
の
交
錯
の
様
相
を
解
明
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

①

グ
リ
ー
ン
（
二
〇
一
四
）、
一
一
九
頁
。

②

オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
期
に
は
、
キ
プ
ロ
ス
正
教
会
に
た
い
す
る
法
的
承
認
、
高

位
聖
職
者
の
権
利
と
義
務
に
か
ん
す
る
規
定
、
お
よ
び
新
た
な
聖
職
者
の
選
出
へ

の
有
効
性
の
付
与
な
ど
は
、
す
べ
て
ス
ル
タ
ン
の
勅
許
状
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
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た
。
こ
の
勅
許
状
は
、
ス
ル
タ
ン
と
高
位
聖
職
者
の
個
人
的
関
係
を
定
め
る
も
の

で
あ
っ
た
た
め
、
ス
ル
タ
ン
の
代
替
わ
り
ご
と
に
新
た
に
発
行
さ
れ
た
。

M
ichael
(2009),pp.210-211.

③

ミ
カ
エ
ル
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
た
の
ち
の
キ
プ
ロ
ス
正
教

会
と
、
一
四
五
三
年
以
降
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
お
け
る
正
教
会
と
の

類
似
を
指
摘
し
て
い
る
。
M
ichael
(2009),p.210.

④

Jennings
(1993),p.6.

【
付
記
】
本
稿
は
、
平
成
三
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
京
都
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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The Counter-Reformation in the Eastern Mediterranean World:

Orthodox Greeks and Catholics in Venetian Cyprus (1473-1571)

by

FUJITA Fuka

Cyprus, the island located in the eastern Mediterranean, experienced many

changes of its rulers from the twelfth to sixteenth centuries. From the

medieval to the early modern period, the Byzantine Empire, the French

Lusignans, the Republic of Venice, and the Ottoman Empire took successive

control of the island. Amid these changes, most inhabitants of Cyprus were

Orthodox Greeks. Yet, during the period of Latin rule under the Lusignans

(1192-1473) and the Venetians (1473-1571), Catholics ruled over a

predominantly Orthodox Greek population.

Using Venetian Cyprus as a case study, this article examines the

development of the Counter-Reformation and its impact on the Greeks to

clarify how the status of Greeks was interrelated with the political and

religious aspects of the eastern Mediterranean. Since the mid-sixteenth

century, Venetian maritime territories were threatened by the expansion of

the Ottoman Empire: Cyprus was surrounded by Ottoman territories.

Simultaneously, the Papacy in the Counter-Reformation began to see not only

Protestants but also Orthodox Greeks as heretics.

The Counter-Reformation has been often considered as a conflict between

Catholics and Protestants. However, it also had a great influence on the

Eastern Church. Previous researchers have argued that the Counter-

Reformation hardly affected Cyprus, because the reforms of the Venetian

Catholic Archbishop Filippo Mocenigo did not change the church institution

of Cyprus. Although these studies have investigated the Venetian religious

policy and its relationship with the Papacy, the majority have overlooked the

status of Greeks in the regime of Venetian Cyprus. To solve this problem, it

is important to consider the behavior of Greeks in Cyprus during a moment

of transition from Venetian to Ottoman rule.

Long before the Council of Florence, Cypriot Orthodox church institutions

had already begun to resemble those of the Uniate church. The Bulla Cypria

was promulgated by Pope Alexander IV in 1260. This Bulla stipulated that

( 928 )



Greeks could maintain the Orthodox faith and rites as long as they swore

obedience to the Roman Catholic church and the Catholic archbishop of

Nicosia, the central city of Cyprus. Venice inherited the church institutions

of Cyprus and did not interfere in church matters. Based on this bull, Greeks

and Catholics on the island had lived together without serious conflict since

the mid-thirteenth century. Over time, unique religious customs were

developed in the Cypriot local society.

In the last decade of Venetian rule, however, the Counter-Reformation

extended to Cyprus and caused tension between the two churches. In the

1560s, the Venetian Catholic Archbishop Mocenigo arrived on Cyprus with a

spirit of Counter-Reformation. This manifested itself in a series of attempts

to remedy the offices of both Catholic and Greek clerics in Cyprus according

to the resolutions of the Council of Trent (1545-63). Regarding his activities,

Greek Orthodox bishops resisted to the Counter-Reformation with their

religious autonomy based on Bulla Cypria. The Venetian government tried to

reconcile Orthodox clerics with Mocenigo fearing Ottoman intervention and

territorial ambitions on Cyprus. Owing to the efforts of the Venetian

government, the reformation lead by the Archbishop Mocenigo did not

provoke Greek rebellion.

Nevertheless, Mocenigoʼs reformation aroused fierce opposition from Greek

clerics. Turning to the period of during the War of Cyprus (1570-1571),

where Venice and the Ottoman Empire fought over the rule of the island,

Mocenigoʼs reformation assumed a different character from the image shown

by previous research. Greeks in Cyprus tried to establish their church

institution as part of the Ottoman Empire when it became clear that

Ottoman troops had defeated the Venetian troops and taken control of the

island. Furthermore, Greeks insisted that the Greek Archbishop should to be

a native Greek Cypriot. It seems that they thought only people who had

been born and brought up in Cyprus could represent the interests of Greeks

in Cyprus.

Consequently, with a mixture of the Counter-Reformation and the rise of

the Ottoman Empire in the eastern Mediterranean, the Counter-Reformation

impelled Orthodox Greeks in Cyprus to turn from the Catholic church to the

Orthodox church under the Ottomans. Besides, the reformation by the

Catholic archbishop led Greeks to deepen their perception of the necessity to

protect their faith and Cypriot customs from foreigners.

Key Words ; Counter-Reformation, Eastern Mediterranean, Cyprus, Venice, Stato da Mar
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